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下郡から高崎山を望む （下郡遺跡群第 151 次調査）

C

M

Y

CM

MY

CY

CMY

K

P05-kiyou2024.pdf   2024/03/13   17:07:23
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子ども学芸員体験事業発表会 in 能楽堂
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別府市松ノ木台遺跡の発掘調査と出土遺物 ～縄文時代を中心に～

      　横澤　慈

　松ノ木台遺跡の所在する別府市は、大分県の中部、東は別府湾に面し、西部には由布岳・鶴見岳をはじめと

した標高1,000ｍ級の山々が聳え、南は高崎山を中心とした標高400～600級の山地が海岸に迫り、北西～北部

は「原（はる）」と呼ばれる台地地形が広がっている。この台地地形は由布岳・鶴見岳の火山活動によって生

み出されたもので、別府湾にそそぐ河川の浸食によっていくつもの舌状台地を形成している。台地の多くは草

原となっており、独特な景観を呈している。松ノ木台遺跡はこの火山性台地上に立地している（第1図）。松

ノ木台遺跡の発掘調査の起因となったのは、九州横断自動車道長崎大分線（大分自動車道）の建設である。昭

和57年度に、十文字原第1遺跡の発掘調査と並行して、松ノ木台遺跡の北地区・南地区の予備調査が行われた。

この調査については発掘調査概報にまとめられている（牧尾・江田1983）が、結果としては数点の縄文土器や

石器が出土した程度で、本調査には至らなかった。昭和59年度には残る地点の予備調査が行われ、多数の遺物

が出土した区画を中心に約1,500㎡について本調査が行われた（第2図）。九州横断自動車道に係る発掘調査は

その後発掘調査報告書の刊行をもって事業が終了したが、昭和59年度の松ノ木台遺跡の発掘調査については、

その事情は不明ながら報告書が刊行されないままとなっていた。筆者は以前、坂本嘉弘氏からこの松ノ木台遺

跡の遺物の存在を聞き、また坂本氏が実測・版組みした土器の実測図版の引継ぎを受けた。その土器図版は、

調査担当者の了解も得た上で、平成23年3月12日～3月13日に宮崎県で開催された第21回九州縄文研究会宮崎大

会（テーマは「九州における縄文時代後期前葉の土器－中津式・福田KⅡ式並行期を中心として－」）の発表

要旨・資料集に掲載し、一応の公表をみた（横澤2011）。しかし、研究会の集成資料集という性格上、公開範

囲が極めて限定的である上に、発掘調査の概要や個々の遺物については全く触れることができず、また、石器

については未公表のままとなっていた。

第1図　松ノ木台遺跡の調査位置（1/25000）

はじめに

　
　こうした状況を踏まえ、改めて

松ノ木台遺跡の資料を実見したと

ころ、坂本氏が実測した土器でも

新たに接合する破片が認められ

た。また、実測は後期前葉の土器

を中心に行われていたが、未実測

の資料中には少数ながらその他の

時期の土器も含まれることが判明

した。こうしたことから、松ノ木

台遺跡の出土遺物について、石器

だけではなく土器についても再度

整理・実測を行うこととした。 
  
　本稿では、この松ノ木台遺跡の

昭和59年度の発掘調査について、

その概要を報告し、発掘調査成果

の公表という使命を果たすもので

ある。
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第2図　松ノ木台遺跡昭和59年度調査区平面図（1/300）

１ 松ノ木台遺跡の発掘調査

　松ノ木台遺跡は別府市の北西部、由布岳・鶴見岳・伽藍岳等から北に続く火山性台地上に立地する。大分自

動車道と東九州自動車道が分岐する日出ジャンクションと谷を挟んだ南東側に位置している。発掘調査は昭和

59年11月5日～昭和60年1月31日（11月14日までは予備調査、11月16日以降本調査）にかけて行われた。松ノ木

台遺跡の発掘調査に係る調査組織は以下のとおりである（調査員は調査日誌に記載のある職員）。 

調査主体　大分県教育委員会調査 

  責任者　　　手島誠一　大分県教育委員会教育長 

  調査総括　　高塩　至　大分県教育庁文化課長　 

  　　　　　  後藤宗俊　大分県教育庁文化課文化財専門員兼埋蔵文化財係長 

  調査員　　　清水宗昭　大分県教育庁文化課主査 

　　　　　　  牧尾義則　大分県教育庁文化課主任 

　　　　　　  栗田勝弘　大分県教育庁文化課主事 

　　　　　　  江田　豊　大分県教育庁文化課主事 

  調査補助員　国井和哉　別府大学学生
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２ 遺構と遺物

　発掘調査の経過を調査日誌から抜粋し以下に列記する。 

11月5日　陸上自衛隊別府駐屯地十文字原演習場詰所に調査のあいさつ。調査グリッド設定、掘下げ。 

11月7日　B-1から姫島産黒曜石、B-3から土器片出土。第Ⅱ層（黄色土・アカホヤ混じり）中。前期か。 

11月9日　C-2・C-3の第Ⅱ層からも遺物出土。前期包含層である。 

11月12日　第Ⅱ層は上部が黄褐色土、下部がアカホヤとなり、遺物は上部に限られる。 

11月14日　全グリッドの清掃、写真撮影、遺物取上げ。C-2を中心に東西約30ｍ、南北約50ｍを本調査とする。 

11月16日　本調査開始を自衛隊へ報告。道路東側部分（南北20ｍ、東西5ｍ）を東区として掘下げ。 

　　　　　遺物約50点。 

11月26日　第Ⅱ層ほぼ完掘。東区の調査を終了。 

11月27日　西区の発掘開始。縄文後期前葉の土器群を検出。 

1月22日　集石遺構の平面実測。構成礫の表面にカーボン付着のものあり。 

1月25日　集石の実測、取上げ。 

1月31日　全面清掃、完掘後の写真撮影、調査区の平板測量。調査完了。自衛隊に挨拶。

　調査記録中に土層断面図を確認できなかったため、調査日

誌を基に記載する。第1層は黒色土の表土層である。日誌に

は「C-3は黒色土（表土）厚く　約50cm」との記載があるの

で、この部分が最も厚みをもつとみられる。第Ⅱ層は黄色土

で、下部にアカホヤ火山灰を含む。縄文時代後期を中心とす

る遺物包含層で、遺物は上部の黄色土から出土する。層厚は

記載がなく不明である。発掘調査では重機で第1層を除去し、

第2層を人力で掘り下調げ、遺物出土地点を記録しながら回

収を行っている。

(1) 遺跡の層序  

(2) 遺構  

第3図　集石1実測図（1/30） 

　発掘調査で検出された遺構は集石2基である（第3・4

図）。いずれもB-3区に位置し、第2層を掘り下げて検出

している。標高については計画路線の中心杭を基準とし

て測量していたようだが、値が不明であったため任意高

とした。集石1はB-3グリッドの中央やや東寄りで検出し

た。0.6～0.7ｍ四方の範囲に、10～20cm大の礫が15点ほ

どまとまって出土している。集石2はB-3区とC-3区の境

目付近で検出した。1.2ｍ四方の範囲に、11点の礫が散

在した状況で出土しており、集石1のような礫のまとま

りは認められない。調査日誌に記載のあった表面への炭

の付着については、集石1・2のいずれか、あるいは両方

に認められたのかは記録がなく不明である。ただ、炭の

付着から火の使用が想定され、遺構の機能としては炉跡

の可能性が高い。 第4図　集石2実測図（1/30） 
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　松ノ木台遺跡の昭和59年度調査区からは、縄文土器、土師器、須恵器、瓦質土器、陶磁器、石器類が出土

している。土器類では縄文土器以外はいずれも時期比定が困難な細片ばかりである。石器は製品及び調整剥

離の見られるものは図示したが、石鏃、石匙・スクレイパーといった狩猟具が目立ち、他は剥片・細チップ

が大多数を占める。 

　第5～9図は縄文土器である。1・2は外面に微隆起線状の隆帯を貼り付けるもので、隆帯の断面形状はやや

丸みを持つ。内面の条痕も浅く全体にナデ消されている。前期の轟B式の中でも後出の、高橋信武の編年の

轟4～5式に該当しよう。

(3) 出土遺物  

第5図　松ノ木台遺跡出土遺物実測図①（1/3）
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第6図　松ノ木台遺跡出土遺物実測図②（1/3）
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第7図　松ノ木台遺跡出土遺物実測図③（1/3）

0 10cm
24

25

26

27 28
29

30 31 32 33

34

35

36

37 38

39

40

41

42

43 44 45

46

47

C

M

Y

CM

MY

CY

CMY

K

P16-kiyou2024.pdf   2024/03/13   17:55:47



7

第8図　松ノ木台遺跡出土遺物実測図④（1/3）
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　3は胴部がやや窄まる鉢形を呈する磨消縄文土器で、9片(3a～i）の同一個体から復元的に図示した。口縁

下の区画沈線から口縁部にかけて単節縄文RLを、胴部には区画沈線内にRL縄文を施し、区画の外はナデ消し

て全体にミガキを施す。4は深鉢で口縁部を欠く。連弧状の区画沈線内に1段の縄文Rlを施す。5～9は磨消縄

文の胴部破片で、それぞれ沈線区画内に縄文を施す。9は1段撚りの原体による無節縄文である。以上は後期

初頭の中津式土器に比定される。10は口縁端部が丸く肥厚する鉢形土器で、外面に細い区画沈線と、区画内

に縄文RLを施す。中津式に後続する福田KⅡ式であろうか。第6図11は4単位の山形波状口縁を呈する深鉢で、

外面口縁下に2条の隆帯を配し、その下に磨消縄文による文様を施す。磨消縄文土器と在地土器の折衷したも

のであろう。 
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　12～23は外面に横位の凹線による文様を施すもので、口縁部には丸棒状工具による刻みを施す。後期初頭

の西和田式に比定される。第7図24は5単位と推定される波状口縁の深鉢で、外面に沈線による文様を施す。

25～32は口縁部に隆帯を貼り付け、その下に沈線による文様を施す。29は文様の構図や口縁部の刻みの特徴

は西和田式に似る。32は口縁部が肥厚し上端に沈線状の凹みがみられることから、縁帯文土器段階まで下る

可能性がある。33～47は口縁部に隆帯を配し、その下に区画沈線と列点文による文様を施す。35～45は同一

個体と見られ、口縁部の内面に刻目隆帯を施す。後期前葉のコウゴー松式に比定される。第8図48は外面口縁

下に2条の隆帯と、その下に区画沈線を配し、隆帯上及び区画沈線内に貝殻腹縁刺突を施す。49は条痕地に条

線文を施す破片である。50は外面に橋状の把手と、その下に渦巻き状の沈線文を施すもので、後期中葉の鐘

崎式に比定される。51は細片であるが口縁が肥厚し上端に沈線を施すもので、これも鐘崎式に該当しよう。

52は鉢で、口縁端部は丸く肥厚し、胴部外面に無節縄文を施す。53～57は単節縄文を施す胴部の小片である。

これらは後期中葉の北久根山第二型式に併行するものであろう。58～第9図68は無文土器である。58～61は内

外面に条痕を施すもので、59・60は口縁端部に貝殻背面圧痕が見られる。62・64・65は接合しないが同一個

体の可能性が高い。66～68は胴部で、66は胎土の特徴から11～23の西和田式土器の胴部下半の破片とみられ

る。67は巻貝条痕を施すもので、内面に大振りの何らかの圧痕が認められる。巻貝の使用は周防灘沿岸では

北久根山第二型式に併行する石町式にみられる特徴で、後期中葉以降に位置付けられる。68は粗い条痕を施

し、粘土帯接合部に連続する指頭圧痕が残る。69～71は底部で、69・70は底面の周縁部が接地する上げ底と

なる。72は黒色磨研土器の浅鉢で、外面肩部に沈線状の段が付く。晩期後葉のものであろう。　 

　第10図は石器である。73は流紋岩の剥片で、旧石器時代に属する遺物である。74～88は打製石鏃で、86は

基部が平基式である他は凹基無茎式である。石材は74～86は姫島産黒曜石、87・88はサヌカイトを用いる。

89は姫島産黒曜石の横長剥片を素材とするスクレイパーで、下辺に連続的に細かい調整剥離を施す。90は一

辺に調整剥離を施す破片で、スクレイパーに分類した。91～93は石匙である。91は石鏃状の形態をとるもの

で、全体的に細かい調整剥離を施す。92は上部に抉りを入れて摘み部を作り出す。93は縦長剥片を素材と
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第9図　松ノ木台遺跡出土遺物実測図⑤（1/3）
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し、背面側右辺に連続する調整剥離を施す。いずれも姫島産黒曜石を素材とする。94は姫島産黒曜石の石

核で、原礫面とネガティヴな剥離面で構成される。95は円柱状を呈する白色石材の側面に沈線を施す石製

品である。年代や用途は不明であるが、装身具であろうか。

３ まとめ

　松ノ木台遺跡の昭和59年度調査区では、2基の集石遺構と、後期初頭～前葉を中心とする土器や石器類の

出土をみた。遺構が集石しかみられないこと、石器が石鏃や石匙・スクレイパーといった狩猟・解体具で占

められることから、遺跡としては狩猟に伴うキャンプサイトとしての性格を読み取ることができよう。多量

の剥片や細チップの存在は、狩猟に際してこの場所で石器製作を行っていた可能性を示している。出土土器

は一部前期や後期中葉、晩期のものを含むが、主体となるのは後期初頭～前葉である。磨消縄文土器の中津

式や福田KⅡ式と、在地の西和田式やコウゴー松式が組み合う状況が窺える。当該期の遺跡としては、周辺

では日出町エゴノクチ遺跡や別府市扇山遺跡（現在の立命館アジア太平洋大学の場所）が挙げられる。エゴ

ノクチ遺跡では持ち運びに不便な石皿や磨石・叩石類が多量に出土しており、ある程度定着性のある遺跡で

あったとみてよい。一方、松ノ木台遺跡や扇山遺跡はそうした定着性は乏しく、両遺跡はエゴノクチ遺跡を

核とした集団の狩猟の場であった可能性も考えられよう。

 

 

9

第10図　松ノ木台遺跡出土遺物実測図⑥（1/2）
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松ノ木台遺跡の発掘調査状況 

引用・参考文献 

　牧尾義則・江田　豊編1983『十文字原遺跡群－九州横断自動車道建設に伴う発掘調査概報－』、大分県教育 

　委員会・日本道路公団 

　横澤　慈2011「大分県における中津式・福田KⅡ式土器並行期の概要」『九州における縄文時代後期前葉の 

　土器－中津式・福田KⅡ式併行期を中心として－』、九州縄文研究会

 

 

集石遺構検出状況 

集石１ 集石２ 

縄文土器出土状況（11）　 石器出土状況（89）
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呪いに使用された呪具 -豊後大野市発見の資料-
まじな

綿 貫 俊 一

１　遺跡の概要

所 在 地 : 大分県 豊後大野市 千歳町南部周辺から、大野川を挟んだ同市三重町北部までと考えられる。

特記事項 : 不時発見であり、詳細な場所は不明

年代･種類 : 出土した備前焼小型壺と和鏡の年代観から、15世紀後半から16世紀初頭と考えられる。

出土状況 : 発見者の話と、資料の依存状態から埋納された一括資料と推定される。

２　発見と持ち込まれた経緯と報告について

　持ち込まれた時期:2004年(平成16)頃、原田第１遺跡で確認調査(県道三重新殿線改良事業に伴う調査)を行って

いた当時の業務担当者(大分県教育庁文化課)の元を見学に訪れた千歳町南部周辺の住人(発見者)が、｢住居周辺の

土手を掘削した際に出土した｣という資料を持参された。その後、その業務担当者が、寄贈をうけたその資料を大分市中

判田にあった事務所(当時：大分県教育庁文化課資料室)に持ち込み、経緯を語っていた。筆者は、業務担当者の話の内容

と、異様な文字が記された資料であることから強く印象に残り記憶していたものである。2014年７月に、再度原田第１遺跡

の確認調査し、同年９月に本調査を実施したことに伴い2018年３月に報告書を出すことになった。この報告書に2004年頃

13

第１図 呪具が発見されたと推定される地域　豊後大野市千歳町南部地域
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４　円盤
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　円盤は、緩やかな楕

円形の杉材と思われる

板を用いた地盤と天盤

の二枚一組として残る

(第２図１・２、第３図１

・２)。地盤･天盤とも墨

書は、円盤の両面に記

され、片側(表面)の中

央には一筆書きの円

　当時の業務担当者のところに持ち込まれた資料は、備前焼の小型壺１点・円盤２枚・鏡１点・人形代１点、鉄く

ず１〆である。

　円盤２枚・人形代１点は、外容器である備前焼の小型壺１点の中に入った状況にあったことは、前記発見者からの聞き取り

で明らかである。その後、大分県立埋蔵文化財センターで内部を調べると、小さな木片類や土器片１点が採取できた。

人形代・円盤・木片は有

機質資料であるが、乾燥

した状態で、劣化に伴う

破損がないなど、遺存状

況は極めて良好である。

和鏡は外部の影響を受

けていたのか、表裏に緑

青が生じており、一連の

資料の中では遺存状態

はよくない。なお備前焼

の壺・円盤・人形代につ

いては原田第１遺跡の報

告に付編として報告した

が、和鏡は諸般の事情で

報告することができなか

ったものである。『木簡

研究』第45号に和鏡の

写真を収載したが、今回

は拓本と断面図を付け

て報告する。

に寄贈された件の資料を、調査中のできごとであったことから、備忘的に報告文を収載した(大分県立埋蔵文化財センタ

ー2018)。

　その後、報告に収載した資料を注目された木簡学会(事務局：奈良文化財研究所)から、再度『木簡研究』に寄稿してほ

しいという依頼があり、2023年に奈良文化財研究所での赤外線撮影による調査を経て、同年11月に報告文が掲載された

『木簡研究』第45号が刊行された(綿貫2023.11)。しかし僅か４頁という限られた紙数の中で、その意義が充分に伝えきれ

なかった部分も多い。そこで大分県立埋蔵文化財センターの研究紀要の紙面を借り、詳細な報告文を掲載し、件の資料が

もつ意義について共有化することが本稿の目的である。

に寄贈さ

歳

14

第２図 円盤(地盤・天盤)の模式図と釈文
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相と呪文や記号などが記され、反対側(裏面)は数行にわたって願文のような文字列が書かれていたと思われる。後者の面

の内容は、肉眼での解読は断片的なものである。地盤は長軸11.1ｃｍ、短軸 10.1ｃｍ、厚さ0.8ｃｍの規模を有する。天盤

は長軸10.3ｃｍ、短軸九9.15ｃｍ、厚さ0.4ｃｍの規模を有する。地盤は、柾目のなかでも天柾、または追柾と思われる木取

りの板である。一方、天盤は、柾目のなかでも天地征にあたる。

　次に地盤と天盤の構造を窺うために読み取れた文字を模式図の中で示し、内容を観察する。　地盤の表面中央にあ

る円相内の｢三郎筮」を中心に、その右に下向きの｢天｣と上向きの｢(アの種子)｣の２文字、左には下向きの｢天｣｢(アの種子)｣｢

歳｣の３文字が円相内に記される。この円相を挟むように上から下へ、記されている(第２図１、第３図１)。

　円相の右外側の墨書は｢南□□□方［ ］｣との文字列であるが、”南„の下２文字は「炎山」である可能性がある。円相の

左外側はア･ヴィ･ラ･ウン・ケンと大日真言を種子で記す。大日具言については、当初の報告で｢八字文殊｣と報告したが(大

分県教育委員会2018)、ここに訂正する。この円相の外側の左右、上下に、３単位(左右)・５単位(上下)一組の逆さ向き｢天｣

と直線を組み合わせた符籙を配置する。これらの符籙は、逆さ向きの｢天｣に線が延び、方形区画で囲む。そのうち上下の

15

第２図 円盤(地盤・天盤)の模式図と釈文

第３図 円盤(地盤・天盤)の写真と断面図
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４　人形代・和鏡・備前焼小型短頸壺

符籙の｢天｣と｢線｣は５単位で構成され、周囲の囲みはない。

また、円盤内の下位に位置する符籙の縦線の両脇にひと

際大きい逆さ向きの｢天｣を配置している。この上下左右に

配置された符籙と符籙の間には、円盤の縁に沿うようにい

くつかの文字の痕跡が窺えるが、現在のところ、解読でき

ていない。なお、地盤の緑部側面に3カ所の釘の抜き痕が

ある。

　天盤の表面(第２図２、第３図２)は、中央の円相を挟むよ

うに縦方向に１行～3行の文字列の痕跡がある。

　円相外のすぐ右側には、｢年｣の文字と、「生」と見られる

文字があるが、あるいは憶測になるが願主の年齢に関する

紀年銘を記していたのかもしれない。その外側にも、天盤

の右縁に沿うように文字列の痕跡がある。これらの文字や

種子はほぼすべて滲んでおり、解読できていない部分が多

い。解読可能なのは、最も上部で天盤の縁に近い｢天｣であ

る。また右端から２行目の上に「天」一「神」と読める可能

性のある部分がある。これが”天一神”だとすれば方角神

の一つで十二天将の主将である「天一神」のことを示して

いることになる。このほか左側縁部近くに｢鬼｣に似た文字

があるが明確ではない。なお中央の円相内文字は、前述の

ように解読できていないが、漢字の偏でいえば、｢がんだれ

｣に似た線が書かれている。これは呪文などで用いられる

ことが多い。なお天盤の特徴は、「天」と直線からなる符籙

がないことである。

　以上、円盤に記された構造を観察したが、いずれも中央

の円相を中心に文字列・呪文が配置された、一種の曼荼羅

状の構成を呈する。しかし｢種子｣や｢天｣以外の文字は不明

瞭で、解読は今後の課題である。

　人形代は、長さ5.9ｃｍ、幅1.6ｃｍ、厚さ0.2ｃｍ前後の大

きさを有する(第４図１)。この例は、樹種不明樹木の樹皮、

または木材を鉋がけしたときにできる木片に似たものを利

用しているようにもみえ、薄く反り返っている。その表面に

は、目鼻などの体部を示す表現は肉眼観察では認めること

ができない。しかし奈良文化財研究所で赤外線撮影をした

ところ、「頭部に墨痕が確認でき、目鼻などを表現していた

可能性がある。また、体部の中央やや左にも墨痕が確認

できるが、文字なのか描画表現なのかは判読できない。」

とのことであった。人形代としての特徴は、頭部が山形に

整形するとともに下端から裂くように広げて両足を作出す

るものの、両腕は作出されていない(写真１)。

　和鏡は、諸般の事情で2018年報告に記載していなかった

16

第２図 円盤(地盤・天盤)の模式図と釈文
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６ 小結

秋草双雀鏡である(第４図２)。直径11.5ｃｍ、高さ0.85ｃｍ、重さ169.8ｇである。このうち直径は、尺貫法でいえば約五寸と

きりのよい数値であり、室町時代の頃に一般的な大きさである。鏡背の中央には菊花があり、周囲に秋草を反時計廻りに

巡らせ、その上位に２羽の雀が遊ぶ。その外側に幅狭い鋸歯文帯、界圏と続く内区がある。その外側に界圏を経て櫛歯文

帯、鋸歯文帯、縁となる(写真２)。

　備前焼小型短頸壺は、高さ21.8ｃｍ、口径(外)13.0ｃｍ、口径(内)10.1ｃｍ、胴径21ｃｍ、底径14.7ｃｍの大きさを有する

どっしりとした壺である(第４図３)。壺の現状は、発見時の掘削具によるダメージで口縁部が少し破損する(写真3)。その

器形は、胴上部の肩が張り、口頚部が短く立ち上がる玉縁の短頸壺である。

　この他、鉄くず、混入と思われる小土器片については省略する。

　以上、記載してきた資料のうち円盤、人形代は備前焼小型短頸壺の中に入っていたことは確かである。それとともに和

鏡も同時に見つかっていることから中に入っていた可能性が高い。しかし和鏡は、外容器としての備前焼小型短頸壺の口

径(内)10.1ｃｍより大きい11.5ｃｍであるが、丁度壺の口縁の円周が２分１程度破損しているので明確ではない(写真３)。

　そこで今回報告してきた資料の機能とはなんであろうか。これについては、ひとえに円盤に墨書された文字・種子・記号

などの構造を読み解くことにある。ここでは今回の埋納物が意味する機能に関し、現状での展望を述べることにする。

　まじないといえば様 な々祈願をまじない札に書き、身に付けたり木や壁に打ちつけたり、貼り付けたりすることがよく知

られる他、｢鎮宅・地鎮｣も埋納という行為のなかで古くより行われている。あるいは広島県三次市所在の山崎遺跡の土坑

(SK9)や京都府天田郡夜久野町に所在する矢谷遺跡の土坑から出土した資料は｢調伏・呪詛｣にかかる埋納物と考えられ

ている(広島県埋蔵文化財調査センター1994)。また近年では千葉県尾上出戸遺跡でも同様な例が発見されている。埋納

物という共通性のなかで今回報告の千歳町南部出土資料に最も共通性高いのは山崎遺跡・矢谷遺跡・尾上出戸遺跡の

例である。そこで山崎遺跡・矢谷遺跡・尾上出戸遺跡等の例をもとに千歳町南部出土資料の意味を考えてみたい。

　尾上出戸遺跡からは、不時発見に伴う円盤一枚、和鏡(菊水双雀鏡)１面、刀子１本、常滑産小型広口壺１口が広瀬千絵

によって詳細な報告がされている(広瀬2022.2)。円盤には中央に円相を描き内部に種子である｢ア｣の文字に、逆｢天｣の文

字を線で繋いだ符籙が二列に並んで墨書されている。円相外の上下と左右にも符籙がかかれている。上には五単位の｢T｣

と逆｢天｣字を繋げた符籙が墨書されている。下にも逆｢天｣字が五単位見えており、上の場合と同様であったと推定できる。

このように千歳町例と同じ要素が見受けられる。なお広瀬は、尾上出戸遺跡例の性格を考察するうえで、愛知県北設楽郡

の旧家に伝来した｢大永5年(1525)７月日書写｣という奥書のついた『吉備大臣保憲之十八番形儀』に含まれた図像集・テキ

ストの中で｢悪霊止の呪盤｣を紹介している(第５図)。この図像によると天盤と地盤という二枚の円盤がセットであることを

示している。また図の注記には、その目的・用途を窺わせる解説が記されている。

　まず「悪霊止の呪盤」の天盤部分に記された注記からすれば、その目的が様 な々病気の原因が｢悪霊｣にあると考えられ

ていたことがわかる。天盤の円相内には｢鬼｣字を組合せ、地盤には「T」と｢天｣を組み合わせた呪句が注意される。このこ

とからすれば尾上出戸遺跡の例は本来二枚一組であっただろううちの｢地盤｣に相当するのであろう。また今回報告の、千

歳町南部地域出土遺物に含まれた円盤２枚も、｢悪霊止の呪盤｣の図像に照らせば第２図１(第３図１)が地盤、同図２(第３

図２)が天盤に相当するものとして分類･図示したところである。

　今回報告した地盤･天盤、及び共伴する遺物などの事例は、広島県山崎遺跡や京都府矢谷遺跡からも出土例も同様で

ある。山崎遺跡の土坑からは、円盤２枚、土師皿22点、和鏡１面、古銭27枚が出土している。その組合せとしては、千歳町

南部出土の円盤と和鏡の組合せは同一である。

　山崎遺跡の２枚の円盤のうち地盤に相当する例は、片側の中央に円相を書き、中に相対する二組の｢天｣をそれぞれ線

でつなぐが、裏側の面に文字は明確ではないようだ。天盤に相当する例の片側には文殊八字法の真言を種子で書いてい

るほか、その裏側には人物の名前や｢小女人｣との記載があるほか、｢生霊｣・｢死霊｣・｢犬狐｣などが記載されている。この

天盤が上で、その下に地盤を重ね、和鏡に被せるように土坑下部に埋納していたという。また、矢谷遺跡から出土した二

例のうち地盤に相当する例には、円相の中に｢悪霊調伏、神罰死｣と記し、その外に並列する｢天｣をつなぎ四か所に配置し

ている。中央に円相、線で繋いだ｢天｣を四か所に配置していることは千歳町南部周辺例の地盤と共通する。とくに縦横
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相対する線で繋いだ四か所の｢天｣の数は、矢谷遺跡の１例と千歳町南部周辺例の地盤は同様に３と４で並列するなどの

共通性がある。山崎遺跡の報告では、水野正好の見解を記されているが、それによると｢①山崎遺跡の円札は矢谷遺跡

の円札と同一系統の秘宝書に基づくまじないであること、②使用目的はいずれも呪いであること、③１の面に記された“子

歳亥歳”は呪うべき人物の生まれた年であること、また中央にある“聖御前”が呪術者であることを指摘され、山崎遺跡の

呪術資料の使用目的として呪詛返しの可能性を示唆された。｣という(広島県埋蔵文化財調査センター1994)。

　そこで千歳町南部周辺出土の円盤・地盤をもう一度みてみよう。円相の外側左に｢ア・ヴィ・ラ・ウン・ケン｣(胎蔵界大日

真言)と種子で真言を記しているが、これは山崎遺跡から出土した天盤の場合は、｢オン・ア・ビ・ラ・ウン・キャ・シャ・ラク｣

(文殊八字法)と種子で調伏に際しての真言を記している。そこで千歳町南部の円盤等の埋納物はどのような意味があった

のだろうか。既に先述したように千歳町南部出土の天盤の円相内にうっすらと漢字の偏に｢がんだれ｣によく似た表現があ

り、これは呪符などでしばしば用いられる。しかもこの天盤には”天”と線を結びつけた符籙の文字がない。このことから

すれば｢悪霊止の呪盤｣に描かれた｢天盤｣にあたるものだろう。また山崎遺跡出土の天盤に記された十二支から採られた｢子

歳 亥歳｣は「呪うべき人物の生まれた年である・・」という。このような生れ歳と思われる記載は千歳町南部出土埋納物で

は地盤の円相内左端の行に｢歳｣とある部分が該当する。また、上記したように天盤の右から２行目の上3文字が「天一神」を

示めしているのであれば、天一神が一年のうち44日間は天上から下界に降りて下界で４方をめぐる「天一神遊行」に関する
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ものかもしれない。そして、この「天一神」の居る方角の時期は、その方向を「方忌」したという。

　以上みてきたように調伏・呪詛的な内容が記された矢谷遺跡や山崎遺跡の円盤と、千歳町南部周辺出土の円盤を比較

してみると、いずれも墨書構造及び内容の近縁度が高いことが窺える。したがって千歳町南部周辺出土の埋納物も調伏・

呪詛的な機能を持っていたと推定できる。さらに千歳町南部、山崎遺跡、矢谷遺跡における調伏・呪詛的な内容が記され

た円盤からすれば、同一系統の調伏・呪詛法の可能性が高く、しかも種子一字、または種子で胎蔵界大日真言や八字文殊

をそれらに記すことができうる密教僧や修験者が執行したと推定する。

　次に千歳町南部周辺出土埋納物の埋納年代はどのように理解できるであろうか。これまで述べてきた山崎遺跡・矢谷

遺跡における円盤との類似性から千歳町南部出土埋納物も近い年代と考えられる。山崎遺跡例の埋納年代は、円盤に記

された干支の｢丁酉｣と、一緒に出土した｢宣徳通宝｣の鋳造年が1426年から1433年であること、和鏡の年代観が江戸期以前

であることから、報告者は1477年、1537年、1597年が干支の該当年と絞りこんでいる。これについては、出土した土師質土

器の特徴から山口県の瑠璃光寺編年(古賀2004)の３期(15世期後葉から16世期前葉)のものに近いことからすれば1477年

である可能性があると筆者は推定している。矢谷遺跡の埋納例については｢應永｣の元号が読み取れることから、1394年

から1428年までの間の埋納年代となる。

　そこで千歳町南部出土埋納物の年代は、備前焼の壺と和鏡の年代観がその参考となる。千歳町南部出土の備前焼の

壺に関しては、最初の報告では間壁忠彦編年のⅤ期と考えた(大分県立埋蔵文化財センター2018)。しかし今回の再報告

に際し再検討を行った結果、壺の特徴が口縁端部外面を玉縁に作り、底部が大きく胴が短いことから間壁編年Ⅳ期(14世

紀末から16世紀初頭)に該当する特徴である。そのうえで円盤や備前焼の小型壺と一緒に出土した和鏡の鏡背をみると、

室町時代の後半に多くなる古拙的な特徴の斜行櫛歯文帯や鋸歯文帯をめぐらせることから15世紀後半から16世紀初頭頃

までの間に比定できる。ここに千歳町南部出土物の埋納年代を推定しておきたい。このように各遺跡の年代をみてくると、

現状で見積もって14世紀末から16世紀初頭頃まで行われた｢呪い｣であったと推定する。

　以上、最初の報告を出して５年になろうとしているが、その間に知り得た千歳町南部出土資料に関する知見を報告した。

　重病や悪霊に際し、ほぼ神仏に頼ることしか術のなかった中世社会おいて“呪い”は強力な呪的装置であり、天盤・地

盤は、それを行うアイテムであった。室町時代の重大な病気や対人関係のもつれに際して天盤と地盤、和鏡などが用い呪

術・呪詛を行ったのだろう。千歳町南部周辺出土埋納物に描かれた大日真言などの種子からすれば、密教の僧、もしくは修

験系の行者がその“呪い”を執り行ったことがわかる。大日真言などの真言をとりいれた密教であるが、その大きな特徴は

｢現生利益｣である。今回、とりあげた“呪い”に関する資料は、その強烈な内容からして、たしかに｢現生利益｣のためでは

あり、中世日本社会における人間の切実な願いの一端を垣間見せてくれた。

　ここで報告した遺構・遺物は、日本国内では４例しかない稀有なもので、中世社会の呪いに関する一面を見せてくれる

極めて貴重な精神文化の資料と評価できる。おしむらくは、明確な出土地点が特定されていないことであり、いつの日か

解明される日が期待される。
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第２図 円盤(地盤・天盤)の模式図と釈文

写真1　人形代

写真2　和鏡 (秋草双雀鏡)

写真3-1　備前焼小型短頸壺 写真3-2　備前焼小型短頸壺

第３図 円盤(地盤・天盤)の写真と断面図

※断面の斜線は木目の方向
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大分市大道遺跡群出土の汽車土瓶についての一考察

    　山田哲也

　当センターでは、今年度特集展「鉄道の考古学」（令和５年５月２３日から９月２４日）を開催

し、私はその担当として展示をする機会を得た。多くの鉄道に関する資料を展示する中で、考古遺

物、とりわけ多くを占めたのが汽車土瓶であった。本論では、この汽車土瓶について一考察を加え 

ることとしたい。

　汽車土瓶とは、お茶を入れる使い捨て容器のことであ

り、主に駅弁を購入した際に付属品として一緒に販売さ

れたものである。その登場は明治２０年代（畑中2007）

とされ、大正時代のガラス製茶瓶などを経たのち、再び

汽車土瓶が復活し、昭和３０年代までに爆発的普及を遂

げた。しかし、昭和３０年代中頃に登場したポリ容器の

登場により急速に衰退し、昭和４５年までに主要な汽車

土瓶の生産が終了（畑中2007）となった。 

　次に、汽車土瓶の形式的変化を見てみよう。汽車土瓶

には大きく分けて２つの形があり、明治２０年代から昭

和３０年代初頭までは急須のように持ち手と注ぎ口があ

り、湯飲みは別（以下、「土瓶型」という）が主流で

あった【写真２】。 

　やがて汽車土瓶は土瓶型から縦長の角型茶瓶（以下、

「角型」という）に変化を遂げた。角型は、売り手に

とって弁当を大量に売りさばく必要性から収納力に適

し、買い手にとって、窓際の小さなテーブルや肘掛け、

あるいは帽子掛けに掛けられるなど持ち運びに適してい

た。持ち手も針金となり、蓋と湯飲みが一体のものが一

般的となった【写真３】。 

　製法も、土瓶型はろくろ挽きで作るのに対し、角型は

粘土と水を混ぜた液体（泥漿）を型に流し込む、泥漿鋳

込製法により大量生産が可能となった。 

　こうして汽車土瓶は、全国に路線が整備され、特急や

急行など長距離列車が走るようになると、駅弁を買った

旅人とともに全国津々浦々へ旅立っていった。途中駅で

お茶の継ぎ差しを得ながら、「旅人の一服」を支えた汽

車土瓶は、旅の終わりとともに腰掛けの下に捨てられて

いった。

【写真１】　駅弁の立ち売り 

　　　撮影：御手洗 久

【写真２】　汽車土瓶「土瓶型」 

大道遺跡群（第23次 JR2T）出土

【写真３】　汽車土瓶「角型」 

大道遺跡群（第23次 SX230）出土

２　汽車土瓶の特徴

１　はじめに
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【写真４】　濱松駅自笑亭うなぎめしの汽車土瓶

大道遺跡群（第23次 SX231）出土

（三個体の遺物の向きを変えそれぞれ撮影）

表１　大道遺跡群出土の汽車土瓶の内訳

　私は今回の特集展に先立ち、令和５年３月１５日に大分市教育委員会協力のもと、報告書に未掲載

の分も含め汽車土瓶の全容について資料調査する機会を得た。大分市の汽車土瓶は、大分駅周辺総合

整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査によるもので、大道遺跡群第２３次（平成２０年度）、第３２次

（平成２１年度）から汽車土瓶が大量に出土している。 

　私が汽車土瓶に特に注目した点は、どの時代の土器にもない文字情報量の多さにある。 

　他の時代でも、線刻や墨書土器などがあるが、これらが１から数文字程度なのに対し、汽車土瓶の

文字量は他を圧倒する。販売した店の屋号、商品名、駅名、標語、製造した窯元、登録商標番号の文

字情報、動輪マークやうなぎのイラスト、大阪城まで様々な文字や絵という「情報」が刻まれ、これ

らの汽車土瓶が作られた時代背景を物語っている。 

　大半の汽車土瓶は、【写真３】のような「お茶」の文字と国鉄動輪マークの２つであるが、多くの

弁当を売りさばいた「濱松駅自笑亭のうなぎめし」や「大阪駅水了軒」などは自前の容器を製造して

いる。これらの汽車土瓶は、駅名や商品名が入るため文字情報が圧倒的に多くなる【写真４】。 

　圧巻は、姫路まねきの汽車土瓶であり「姫路まねき 鉄道局指定　お茶　あきびんはこしかけの下

へ　せと古藤製」と小さな瓶に実に２９文字が書かれている【写真５】。

３　汽車土瓶の資料調査で分かったこと

【写真５】　姫路まねきの汽車土瓶

大道遺跡群（第23次 SX231）出土

（同一遺物を回転して撮影）

　大道遺跡群（第２３次及び第３２次調査）から出土し、大分市に保管されている４６個の形式的内

訳は下記表１のとおりである。

蓋と杯 形式特徴 製法・特徴 色 個数 割合

別 土瓶型【旧】 ろくろ挽 山吹色 ３ ７％

別 土瓶型【旧】 ろくろ挽 薄灰色 １ ２％

一体 角型【新】 泥漿鋳込製法 乳白色 ３９ ８５％

一体 角型【新】 素焼 黄土色 ２ ４％

一体 角型【新】 釉薬 黒緑色 １ ２％
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　表１から言えることは、大半が角型の泥漿鋳込製法で作られた汽車土瓶であり、旧式の土瓶型は１０％に

満たなかった。土瓶型も駅名の墨書きがないことなどから明治３０年代から大正１０年までに製造された初

期の汽車土瓶とは考えにくく、角型と同時期に残っていた古い形式の汽車土瓶である可能性が高いと考えら

れる。

４　汽車土瓶購入から廃棄までの仮説と考察

　これら大道遺跡群で出土した汽車土瓶がいつ頃作られ、大分にもたらされたのかということが疑問

となった。 

　大道遺跡群の発掘調査をまとめた報告書（大分市教育委員会２０１２　大分市埋蔵文化財発掘調査

報告書第１１３集「大道遺跡群５」、以下「大分市報告書」という）には、汽車土瓶について明確な

時期の記載はされていない。なお、報告書にはこれらの店名が創業した年代などが書かれており、一

つの手がかりとなる。これらを下記表２のとおり集約した。

表２　大分市報告書に見る汽車土瓶（一部ガラス瓶）の年代　　　　　（掲載頁：報告書掲載ページを示す）

出土地点 図番号 駅名／特徴 報告書掲載の推定年代 掲載頁

SX230 005 大阪駅水了軒 明治３０年以降 ４０

SX230 007 東亜茶瓶 昭和３０年頃 ４０

SX231 004 濱松駅／自笑亭 昭和２０～３０年頃 ４０

SX231 002 車内も我が家 大正１０年～昭和２０年頃 ４０

SX231 007 ヤクトール透明瓶 昭和３０年以降 ４１

　仮に、汽車土瓶が廃棄された年代を大分市報告書にあった推定年代の最大値を取るとしよう。する

と明治３０（１８９７）年以降から昭和３０（１９５５）年以降という６０年以上にわたり同一の場

所に廃棄されたとも考えられるが、下記表３の大分駅に関わる歴史年表を踏まえ、極めて短期間の間 

に廃棄され、その役割を終えて次の廃棄場所に移っていったのではないかと考えるのが現実的であろ

う。 

　この論を裏付ける証言として、当時大道遺跡群の調査に携わった大分市担当者から私が聞き取った

ところによると「汽車土瓶の廃棄土抗は数十とあった。これらの汽車土瓶はそのうちの一つからまと

まって出土したもの」（大分市教育委員会　高畠豊氏：談）とあり、一つあたりの廃棄土抗は数カ月

～数年と比較的短時間で形成されたと考えるのが妥当である。
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1911年
明治44年
大分駅開業（翌年大分機関区設置）
1942年
昭和17年
関門鉄道トンネル開通
1951年
昭和26年
急行たかちほ運行開始（初の東京～大分直通列車）
1964年
昭和39年
寝台特急富士運行開始

　表３　大分駅に関わる歴史年表（汽車土瓶に関係する事象）　（1974「大分の鉄道の歩み」）

1911 年 明治 44 年

1911年 明治44年 大分駅開業（翌年大分機関区設置）

1942年 昭和17年 関門鉄道トンネル開通

1951年 昭和26年 急行たかちほ運行開始（初の東京～大分直通列車）

1964年 昭和39年 寝台特急富士運行開始

 

　

C

M

Y

CM

MY

CY

CMY

K

P33-kiyou2024.pdf   2024/03/13   18:22:27



　実際に表３の歴史年表に当てはめてみ

ることとする。鉄道に関する遺物である

ことから、大分駅開業の明治４４年より

遡ることはなく、汽車土瓶の中に関東方

面の汽車土瓶が多くあることから、大分・

東京間の直通列車、もしくは東海道本線

と山陽本線を連絡する長距離列車の存在

が不可欠であったと考える。 

　一考察として、関門鉄道トンネルが開

通した昭和１７年以降とも考え得るが、

この時期は戦時下で優等列車が次々と廃

縮小し、食料は同年の食糧管理法により

配給制となるなど厳しい状況もあり、自

【写真６・７】　戦時の駅弁掛け紙変化

中津駅　左：昭和６年　右：昭和１４年

【写真８】　ヤクトール透明瓶

大道遺跡群（第23次　SX231）出土

由に駅弁や汽車土瓶を購入できた時代と

はいえない【写真６・７】。

　すなわち、戦中戦後の混乱期を過ぎ、本州からの長距離

優等列車が出現する昭和２６年、大分・東京間の初の直通

列車である急行たかちほ（昭和３１年に急行高千穂に改称）

以降であると考えるのが妥当である。これらを裏付ける遺

物として、汽車土瓶と同じ遺構（SX231）から「ヤクトール透

明瓶（昭和３０年創業の沖縄アミノ酸ヤクトール本舗が発

売した乳飲料）」が出土しており【写真８】、同じ遺構

（SX231）から出土した汽車土瓶も、昭和３０年以降のも

のであると考えるのが妥当である。  

５　汽車土瓶を運んだ列車の存在

　

次に、東海道本線沿線の汽車土瓶が、いつ頃購入され、どの列車が運んだものかを裏付ける考察を 

行った。下記の４つの条件のもと該当となる列車の絞り込みを行ってみた。 

　

【条件１】汽車土瓶は、昭和３０年代に登場したポリ容器登場で急速に衰退し、昭和４５年までに 

　　　　　

　　　　　汽車土瓶の製造を終了している。特に今回SX230及びSX231出土の自笑亭（浜松駅）と水 

　　　　　　

　　　　　了軒（大阪駅）は昭和３８年に消滅している。(畑中2007) 

　　　　　　　

【条件２】ヤクトール透明瓶の会社は創業が昭和３０年である。 

　

【条件３】崎陽軒（横浜駅）、桃中軒（沼津駅）、自笑亭（浜松駅）汽車土瓶があることから、東 

　　　　　

　　　　　京方面の直通列車により持ち込まれ、かつ上記売店（立ち売り）の営業時間内であるこ　 

　　　

　　　　　と。 

　

【条件４】大分駅が終着駅もしくは切り離しの列車であること。　　

　東京・大分間の直通列車は、鉄道開業から現代まで下記の５列車である。 

　　

　①急行たかちほ　（昭和２６年～３１年：昼行）東京～大分～都城 

　　

　②急行高千穂　　（昭和３１年～５０年：昼行）東京～大分～西鹿児島
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　　　③急行ぶんご　　（昭和３６年～３９年：夜行）東京～大分 

　　　④寝台特急みずほ（昭和３６年～３９年：夜行）東京～熊本／大分（付属編成） 

　　　⑤寝台特急富士　（昭和３９年～平成２１年：夜行）東京～西鹿児島（廃止時大分） 

　この中から【条件１～４】全てを満たす列車を絞り込んでいく。 

　【条件１】から、昭和３８年以前登場の列車は 

　　①たかちほ　②高千穂　③ぶんご　④みずほ　の４列車となる。 

　【条件２】から昭和３０年以降に登場する列車は 

　　②高千穂　③ぶんご　④みずほ　⑤富士　の４列車となる。 

　【条件３】から横浜駅、沼津駅、浜松駅の売店（駅弁）営業時間帯に通る列車 

　　①たかちほ　②高千穂　の２列車に絞られる。 

　この時点で【条件１～３】全てを満たす列車は　②高千穂のみに絞られる。

　急行高千穂【写真９】の終着駅は西鹿児島駅

であるが、当時の時刻表では大分駅で１４両中

４両（３～５号車、１１号車）を切り離してい

た。 

　そのため【条件４】も満たすこととなる。仮

に西鹿児島駅まで切り離しがない場合は、腰掛

けの下に置かれた汽車土瓶は大分駅で廃棄され

ることはないが、切り離された４両分の車内

（腰掛けの下）に残された汽車土瓶が廃棄され

たと考えられる。

【写真９】　急行高千穂（昭和４７年）
（大分～高城）　撮影：平瀬清隆

　

（参考１）急行高千穂（東京～西鹿児島）　昭和31年12月改正時刻表

　　　　　　　東京11:00-横浜11:33-沼津13:11-浜松15:19-大阪20:28-小倉08:00-大分11:05-

　　　　　　　西鹿児島18:28（東京-西鹿児島間を31時間半かけて運行）

同じく東京～大分間を結んでいた急行ぶんごの時刻は下記のとおりである。

　（参考２）急行ぶんご（東京～大分）　昭和36年11月改正時刻表

　　　　　　　東京21:30-横浜22:04-沼津0:08-浜松02:30-大阪08:15-姫路09:50-岩国15:06-

　　　　　　　小倉19:06-大分21:42

　上記のことから急行ぶんごの乗客が深夜２時半に浜松駅で弁当を購入できる可能性は極めて低く、

逆に浜松駅を１５時１９分に出発する急行高千穂の乗客が購入したことにほぼ間違いないことがいえ

る。 

　逆に、水了軒（大阪駅）、姫路まねき（姫路駅）、いわくにと書かれた汽車土瓶は、これらの駅を

朝から昼間に停車する、急行ぶんごの乗客が購入したものと考えられる。 
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６　結論

　大道遺跡群出土の汽車土瓶は、一括出土した状況からして比較的短時間のうちに一斉に廃棄された

ものと考える。また、東海道本線沿線の汽車土瓶が複数出土していることから、東京直通列車の存在

が不可欠であったと考えられる。これらは、関門鉄道トンネルの開通や東京直通の列車誕生というハ

ード面の事柄と、戦前戦後の混乱期を過ぎようやく人々が車内で駅弁を自由に購入し、使い捨てする

ようになったソフト面の事柄が組み合わさってできた事象といえる。 

　さらには、出土品からこの廃棄時期は最短で昭和３０年（ヤクトール透明瓶の創業）から昭和３８

年まで（自笑亭及び水了軒の汽車土瓶生産終了）という９年間に絞り込むことができた。 

　それらを踏まえ、時刻表から駅弁（と付属品の汽車土瓶）が販売された東海道本線沿線の駅の停車

時刻を調べ、東海道本線沿線の汽車土瓶は急行高千穂の乗客が購入し、山陽本線沿線の汽車土瓶は急

行ぶんごの乗客が購入したものであると推察され、このうち急行高千穂の廃棄物は大分駅切り離しの

４両から生じたものであるという結論に至ることができた。 

　汽車土瓶はそれ自体の文字情報に加え、当時の列車時刻など他の事柄を組み合わせることにより、

購入廃棄された時期や場所、列車名を推察できる点において、大いなる魅力と可能性があるといえる。

考察というには、いささか不十分な点もあったとは思われるが、いずれにしても、今後同様に汽車土

瓶を考古学的に研究する上の一つの足がかりとなればという思いを持って筆を置くこととしたい。

７　おわりに

　本研究紀要への投稿並びに先の特集展「鉄道の考古学」開催は、当センター始まって以来、初の総

務課職員が手掛けたものとなった。今後、長く続く当センターにおいて、総務課の職員であっても、

埋蔵文化財の発掘、調査、展示というセンターの運営に携わり、自らの研究を深め、企画展担当者と

して名乗りを上げたいとする者の先例となれたことについて深く感謝したい。私の挑戦を快く後押し

いただいた後藤所長はじめ総務課及び企画普及課職員の皆様、資料調査や梱包・輸送展示、返却に至

るまで多くの技術的支援を賜った調査第一課、調査第二課職員の皆様にも深く感謝いたします。

　【参考文献】 

　　　大分市教育委員会２０１２ 大分市埋蔵文化財発掘調査報告書第１１３集「大道遺跡群５」 

  　　畑中英二２００７「信楽汽車土瓶」サンライズ出版　※畑中2007は全てこの本から参照 

　　　旧新橋停車場鉄道歴史展示室２０１５　第３９回企画展「駅弁むかし物語～お弁当にお茶～」 

　　　大分鉄道管理局運転部列車課１９７４「大分の鉄道の歩み」

　【写真撮影】（敬称略）

　　　（写真１） 御手洗久　

　　　（写真９）平瀬清隆　

　　　（写真２～５及び８）大分市教育委員会所蔵資料を山田哲也が撮影　　　　　　　　　　　　　

（写真撮影承諾済　令和５年３月１５日付教委文第３７８７号－１）

　　　（写真６・７）山田哲也（自己所蔵品）
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甲本 絹本

室町 15C

本紙89.2×37.4

願成院の密教仏画総覧２

綿 貫 俊 一

　序

　本稿は、令和5年3月31日発行の『大分県立埋蔵文化財センター　研究紀要6』に寄稿した「願成院の密教仏画総覧1」

の後半部分である。なお、仏画の一覧表は前年度分も含めている。

27

98 太元帥明王像

乙本 絹本

長谷川賀一等鶴筆

江戸 文化10年(1813)

本紙110.4×60.2

99 太元帥明王像

※中世に遡る太元帥明王像は、

国内的にも極めて貴重で珍し

い。願成院には、太元帥法の

儀軌が残されており（46頁）、

江戸時代に同法を修していた

と思われる。

※写真99の例とともに本例は、

巻末の｢仏画関連史料につい

て｣に記載した儀軌『(種子)

大将法』に対応する掛幅であ

る。

※岡領主 中川久通と書いた文字の右に久

貴と書き直している。そして願成院に寄

付したとあるが、それは賀一が死去して

三年目の文化10年(1813)である。

※文化十年(1813)、長谷川賀一(等鶴) 筆

※了遍は、文化9年(1812)に大勝院から願成

院に異動し、十二世住職となる。
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100 天弓愛染明王像
 甲本 絹本

 江戸 正徳4年(1714) 本紙118.0×70.6

101 天弓愛染明王像
 絹本

 江戸 天保14年(1843)

 本紙94.4×40.4

102 天弓愛染明王像
 乙本 絹本

 江戸 本紙91.3×45.0

28

※表装の題字の下に、「正徳四甲午」(1714)とあり、ある

いは制作年ヵ

※題字の下に三行の追記がある。右から一、二行目は塗

りつぶすが、中央下に｢・・慈雲和尚｣とあり、三行目に

｢持来リシ物也｣と記している。

※箱蓋裏には、寛政年間に、大和郡山領の柳沢尭山(保

光)が慈雲飮光に本像(愛染明王)を拝礼せしめたこ

とが記される。また慈雲と願成院十三世宥智が法類

であったために本像を伝えたことも記される。願成

院には本像のほか、慈雲の一行書二幅、二行書一幅、

手紙一通が伝わる。なお、柳沢尭山の五男三千蔵は、

豊後国岡領の中川久持の養子となり、中川久貴として

岡領十代領主の家督を継ぐ。

※表装裏に｢愛染金剛｣とあ

る。箱蓋表に、｢愛染明王 

乙軸 大勝院什物｣とある。

｢乙軸とあるので、大勝院に

は、少なくとも甲乙の2幅あ

ったことになる。そうすると

102の天弓愛染明王像 乙

本がそれに該当する可能

性が高い。大勝院は、明治

初頭まで現在の愛染堂を

本堂としていた。｢禎仙(禎

僊)｣は大勝院十六世住職。

また ｢禎仙｣(禎僊)は、明治

31年(1898)から同32年2月

まで臨時的に願成院の住

職を勤めた｢禎僊｣と別人

物である。
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103 軍荼利明王像 104 孔雀明王像

絹本

長谷川等舟 筆ヵ

江戸

本紙103.7×51.6

紙本版下着色ヵ

長谷川等舟　筆ヵ

江戸(幕末）

本紙88.5×29.6

107 弘法大師像

庚本 絹本

長谷川賀一郎等叔 筆

江戸 天保5年(1834)

本紙94.6×45.2

絹本

長谷川賀一郎等叔 筆

江戸 天保5年(1834)

本紙94.7×45.2

105 高野四所明神像

106 愛宕権現曼荼羅図

甲本 絹本

長谷川賀一郎等叔 筆

江戸 天保5年(1834)

本紙101.4×44.8

※天保5年(1834)年

の弘法大師一千

年忌に際し、107

弘法大師像 庚本、

105 高野四所明

神像、106 愛宕権

現曼荼羅図 甲本

の三幅一具が描か

れた。

※寄付は

　岡城主中川久教。
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30

絹本

長谷川等舟 筆

江戸末 19C中

本紙52.0×21.4

絹本

江戸 文久元年(1861)

本紙100.0×41.4

108 聖天像 109 三宝荒神像

※長谷川等舟の作

例としては全国

的に珍しく希有

な例である。

※110～120の十二天

像甲本は、毘沙門

天像に典型的に

見られるように、

ふっくらとしたほ

ほやグラデーショ

ンをきかせた火

焔の画法から長谷

川等叔の作と推

定する。

110 羅刹天像 (十二天像) 111 火天像 (十二天像) 112 火天像 (十二天像)

甲本 絹本

長谷川等叔 作ヵ

江戸 19C前中

本紙94.4×45.3

甲本 絹本

長谷川等叔 作ヵ

江戸 19C前中

本紙94.4×45.3

甲本 絹本

長谷川等叔 作ヵ

江戸 19C前中

本紙94.2×45.3

※摂州清澄寺：兵

庫県宝塚市に

ある竈荒神で

知られる。

※平等坊：奈良県

桜井市にある平

等寺で、曹洞宗

の寺。江戸時代

は、興福寺の末

で真言宗や修験

の寺であった。
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※｢胎蔵界外縛五肚満足一切智

〃五字明｣と伝法灌頂に伴う印

可が書かれている。

115 地天像 (十二天像) 116 伊舎那天像 (十二天像) 117 焔摩天像 (十二天像)

113 月天像 (十二天像) 114 帝釈天像 (十二天像)

甲本 絹本

長谷川等叔 作ヵ

江戸 19C前中

本紙94.3×45.3

甲本 絹本

長谷川等叔 作ヵ

江戸 19C前中

本紙93.8×45.3

甲本 絹本

長谷川等叔 作ヵ

江戸 19C前中

本紙94.3×45.3

甲本 絹本

長谷川等叔 作ヵ

江戸 19C前中

本紙94.0×45.3

甲本 絹本

長谷川等叔 作ヵ

江戸 19C前中

本紙94.3×45.2
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123 金光明最勝王経　毘沙門天像

紙本

江戸 十九世紀初頭ヵ

本紙42.0×21.5

32

122 僧侶像121 日天像 (十二天像)

118 風天像 (十二天像) 119 水天像 (十二天像) 120 毘沙門天像 (十二天像)

甲本 紙本

江戸

本紙101.1×43.7

甲本 絹本

長谷川等叔 作ヵ

江戸 19C前中

本紙94.3×45.3

甲本 絹本

長谷川等叔 作ヵ

江戸 19C前中

本紙94.4×45.3

甲本 絹本

長谷川等叔 作ヵ

江戸 19C前中

本紙93.7×45.2

甲本 絹本

長谷川等叔 作ヵ

江戸 19C前中

本紙94.3×45.3
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126 一字金輪仏頂像(釈迦金輪) 127 金光明最勝王経曼荼羅図

※｢金剛月鑑｣は、

愛染堂の前に

位置する観音

寺の住職。明治

23年(1890)入寂

(位牌)。

※釈迦金輪像は、

星曼荼羅から

主尊だけ抜き

出しているの

で赤色の法衣

を着ける特徴

がある。

※中院流は、東密の事相の法流に含ま

れ、高野山を中心に行われている。

明算（中院阿闍梨）(1021～1106）が

派祖。主流の野澤根本十二流には

含められていない。

※「禎仙」は、天保14年(1843)に大勝

院16世に入寂している。

※「宥英」は、禎仙の先代にあたる大

勝院15世で、文政元年(1818)に住職

となり、天保9年(1838)入寂。

125 光明真言字輪曼荼羅図

《金光明最勝王経 毘沙門天像》
表装裏の墨書

124 刀八毘沙門天像

紙本

江戸

本紙71.7×28.5

※土砂加持に用いる本尊

乙本 紙本

江戸

本紙98.1×26.3

紙本

江戸

本紙56.0×26.6

紙本

江戸

本紙67.5×30.2
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128 密宗血脈相承図
 紙本

 江戸初期ヵ

 本紙125.7×47.0

※垂下する線の一番下に

は、仁和寺の亮淳、東

寺長者で松橋流の堯

雅、理性院の堯助、な

ど、天正20年頃から慶

長六年頃の僧までが記

されている。そのため

相承図の成立は17世

紀初頭頃ヵ。

※六角堂能

満院の粉

本2189、ま

たはその

祖本を参

考に描い

た可能性

を有する。

※龍肝版、もし

くは範栄版

と思われる。

表装裏に｢祐

遍｣とある。

34

129 善女龍王像 130 両部種子曼荼羅図 131 十六羅漢像

甲本 紙本

江戸 19C前

本紙48.9×27.7

戊本 紙本

江戸末 19C前

本紙78.3×36.5

紙本

島邦信義 筆

江戸 19C前

本紙28.0×26.7
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※｢泉福寺｣は、現在の大分県立

竹田高等学校附近にあった真

言宗の寺。神仏分離令の際、

廃寺となり、願成院に吸収さ

れたという。

※｢泉福寺｣現在の大分県立竹田

高等学校附近にあった寺。神

仏分離令の際、廃寺。

35

132 龍猛像･龍智像･金剛智像･不空像 133 善無畏像･一行像･恵果像･空海像

八祖像 乙本 紙本

旧泉福寺本

江戸 天保10年(1839)

本紙79.3×37.3

八祖像 乙本 紙本

旧泉福寺本

江戸 天保10年(1839)

本紙79.3×37.4

134 龍猛菩薩像 135 龍智菩薩像 136 金剛智三蔵像

八祖像 甲本 紙本

江戸 文化10年(1813)

本紙91.0×40.1

※岡領主十代 中川久貴から

　願成院への寄付

八祖像 甲本 紙本

江戸 文化10年(1813)
本紙90.8×40.1

※岡領主十代 中川久貴から

　願成院への寄付

八祖像 甲本 紙本

江戸 文化10年(1813)
本紙90.9×40.2

※岡領主十代 中川久貴から

　願成院への寄付
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※文化10年の干支は

　癸酉である。

36

137 不空三蔵像 138 善無畏三蔵像 139 一行阿闍梨像

八祖像 甲本 紙本

江戸 文化10年(1813)

本紙91.0×40.1

※岡領主十代 中川久貴から

　願成院への寄付

八祖像 甲本 紙本

江戸 文化10年(1813)

本紙91.8×40.1

※岡領主十代 中川久貴から

　願成院への寄付

八祖像 甲本 紙本

江戸 文化10年(1813)

本紙91.1×40.2

※岡領主十代 中川久貴から

　願成院への寄付

八祖像 甲本 紙本

江戸 文化10年(1813)

本紙90.7×40.1

※岡領主十代 中川久貴から

　願成院への寄付

八祖像 甲本 紙本

江戸 文化10年(1813)

本紙91.1×40.2

※岡領主十代 中川久貴から

　願成院への寄付

140 恵果阿闍梨像 141 弘法大師像 《八祖像甲本の箱書と箱》
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第一扇　焔摩天像
本紙116.9×42.7

第二扇　火天像
本紙116.4×43.0

第三扇　帝釈天像
本紙116.6×42.2

第四扇 伊舎那天像
本紙116.5×43.1

第五扇　日天像
本紙116.9×43.0

第六扇　梵天像
本紙116.6×43.0

第一扇　地天像
本紙116.8×42.3

第二扇　月天像
本紙116.5×42.5

第三扇　毘沙門天像
本紙116 .3×4 3 .1

第四扇　風天像
本紙116.9×42.9

第五扇　水天像
本紙116.6×42.5

第六扇　羅刹天像
本紙116.9×43.2

37

　十二天像は、重要な修法や灌頂等の儀式が行われる道場の守護神として掲げられる。この十二天は六天ずつ、右隻と左隻に配置している。

各像は同一の絵師によって描かれたと思われ、いずれも鮮やかに着色された秀逸な図像である。寺伝では、土佐光起に描かれたという。本屏

風の来歴については、大勝院の開基・由緒・境内・什物や土地・財産をまとめた「文政十一年戊子一月」(1813)の『本尊御寄附物開基由緒境内

畝数諸堂間数等書上帳』(竹田市寄託文書Ⅱ:347)に見える「御寄付画像十二天屏風」に相当する。このことより、本来的に十二天図屏風は、明

治8年(1875)に岡城北部の愛宕山から移ってきた願成院ではなく、大勝院の什物であったことが判明する。

142 十二天図屏風　六曲一双右隻　紙本　江戸

143 十二天図屏風　六曲一双左隻　紙本　江戸
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38

※劣化が著しい。

図像的には優

れている。丁本

は風天像だけ

残存。

※劣化が著しい。

戊本は月天像、

日天像だけ残

存。

※僧侶図は、願成院歴代の住職

である可能性がある。147の表

装と同一であり、同一時期に製

作されたことがわかる。両者と

も願成院の住職と推定される。

また、本像は170と同一人物で

ある。この像は慈雲飲光が復

元制定した如法衣を意識した

ものと推定する。

147 僧侶像 148 風天像 (十二天像) 149 月天像 (十二天像)

144 種子真言図 145 文殊菩薩像 146 僧侶像

丁本　絹本

江戸ヵ

本紙84.4×36.8

丁本　紙本

江戸

本紙96.6×40.3

戊本　紙本

江戸

本紙95.5×41.0

紙本

近代ヵ

本紙50.1×13.8

紙本版本

明治ヵ

本紙42.1×27.4

丙本 絹本

江戸ヵ

本紙103.7×37.1
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158 毘沙門天像 (十二天像) 159 伊舎那天像 (十二天像) 160 帝釈天像 (十二天像)

155 理源大師像 156 不動明王像 157 十三仏来迎図

乙本 紙本

松平長門守近儔 筆

江戸 寛政5年(1793)

本紙88.1×36.6

乙本 紙本

松平長門守近儔 筆

江戸 寛政5年(1793)

本紙88.2×36.4

乙本 紙本

松平長門守近儔 筆

江戸 寛政5年(1793)

本紙88.1×36.5

丙本 紙本版本 本紙

本紙85.7×41.0

辛本 材質不明

近代

本紙20.5×13.2

乙本 紙本版本

近代

本紙30.5×17.9
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161 風天像(十二天像)

164 羅刹天像(十二天像) 165 焔摩天像(十二天像) 166 梵天像(十二天像)

162 水天像(十二天像) 163 火天像(十二天像)

乙本 紙本

松平長門守近儔 筆

江戸 寛政5年(1793)

本紙88.1×36.6

乙本 紙本

松平長門守近儔 筆

江戸 寛政5年(1793)

本紙87.9×36.6

乙本 紙本

松平長門守近儔 筆

江戸 寛政5年(1793)

本紙88.1×36.7

乙本 紙本

松平長門守近儔 筆

江戸 寛政5年(1793)

本紙88.1×36.5

乙本 紙本

松平長門守近儔 筆

江戸 寛政5年(1793)

本紙87.9×36.4

乙本 紙本

松平長門守近儔 筆

江戸 寛政5年(1793)

本紙88.1×36.5
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42

※｢願成院智憧｣は竹田市教委が寄託を受けている古文書や仏画の箱書等によると、十六世 志賀貫瑞の後を引継ぎ明治14年(1881)中に願

成院十七世住職となる。すでに観音寺の金剛月鑑の後を継ぎ同寺の住職となっており、明治14年から願成院住職を兼務したということで

あろう。

　そのため十二天像 乙本を制作した松平近儔の活動年代から離れており、以前の箱書等で記載されていた記録などを参考にして追記した

と推定する。

※箱書からすると府内領の福寿院を経て願成院に伝わったことを示す。

※「福寿院」は、府内城大手門前にあった祈祷寺である。

《十二天像　乙本》箱書他

167 地天像(十二天像) 168 日天像(十二天像) 169 月天像(十二天像)

乙本 紙本

松平長門守近儔 筆

江戸 寛政5年(1793)

本紙88.0×36.6

乙本 紙本

松平長門守近儔 筆

江戸 寛政5年(1793)

本紙88.3×36.7

乙本 紙本

松平長門守近儔 筆

江戸 寛政5年(1793)

本紙88.2×36.6
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170 僧侶像

173 胎蔵界敷曼荼羅図 (両部敷曼荼羅図　双幅)

171 両部種子曼荼羅図 172 十一面観音菩薩像

紙本

江戸 文政13年(1830)

本紙111.3×112.2

乙本 紙本

江戸ヵ

本紙112.5×50.4

庚本 紙本版画・種字手書き

江戸 弘化3年(1846)頃ヵ

本紙112.5×50.4

絹本・種字手書き

江戸

本紙59.7×28.3

※｢大勝院禎僊大和上筆 

観音寺月鑑護持｣とあり

る。この禎僊は、明治

31年頃の｢禎僊｣とは別

人で｢禎仙｣と書く場合

が多い。両部種子曼荼

羅図の甲本(写真51)・

乙本(写真52)と同じ頃

描かれた。

※甲本(写真51)・乙本(写

真52)と同版である。金

剛界･胎蔵界とも本紙

一枚紙使用。

※箱書裏に「愛宕山 當院第

十三世 宥智謹織」とあり、

願成院十三世宥智ヵ。

※173と174は両部敷曼荼羅

の双幅であり一具である。
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44

175 両部種字曼荼羅 176 両部種字曼荼羅

174 金剛界敷曼荼羅図(両部敷曼荼羅図　双幅)

辛本

江戸 天保5年(1834)

本紙113.4×114.5

壬本

江戸 慶応4年(1868)

本紙75.2×横34.6

紙本

江戸 文政13年(1830)

本紙113.4×114.5

※両部種字曼荼羅図 壬本

は両部種子曼荼羅図 戊

本と同じ版木を用いる。

※本曼荼羅は、文末の表

に書いているとおり、

弘法大師一千年忌に際

して作成された。作者

は河内国の大聖勝軍寺

の寂然である。一千年

忌の軸とすれば願成院

14世の祐遍に関係する

ものだろう。

※両部の敷曼荼羅の存在は願成院において、灌頂

が執り行われていたことを示す。

※小倉の｢遍照院｣は現在の高野山真言宗東光山金

剛密寺 遍照院で、北九州市小倉北区上到津三

丁目に所在する寺であるが、昭和20年(1945)以

前は同区の堺町にあった。

※「福寿院」は、府内城大手門前にあった祈祷寺で

ある。
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高さ78.9㎝×屋根幅46.5㎝

高さ64.4㎝×横36.0㎝ 旧飯縄堂の本尊

直径37.0㎝
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関
連
絵
画
及
び
関
連
儀
軌
資
料

第２章　関連絵画及び関連儀軌資料

(1)虚空蔵菩薩像 懸仏

45

178 ｂ《板絵 飯縄権現像
　　御正体》墨書

178 ｃ《板絵 飯縄権現像御正体
　　納入厨子》正面

178 ｄ《板絵 飯縄権現像御正体
　　納入厨子》背面

178 a 板絵 飯縄権現像御正体

177 虚空蔵菩薩像 懸仏

　願成院には多種多様な仏画が存在していることは、これまで報告してきたとおりである。

ここでは掛幅仕立てや屏風仕立ての仏画とは違って、懸仏、板絵や壁画、さらに仏画と関

係の深い儀軌を紹介する。

　直径37㎝を測る「円相」を表現し

た円形の板に絹本着色の虚空蔵求

聞持法の本尊 虚空蔵菩薩を貼り付

けている(写真177)。元は、絹本の掛

幅仕立ての仏画から本紙を外し、再

利用したのだろう。
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　本像は、長野県飯縄山に発祥した神仏習合の飯縄権現像である。通例、白狐に乗り、剣と索を持つ烏天狗形をするが、本像もそのとおりの

図像である(写真178a)。

　中世は戦勝の神として武将の間で信仰された。その一方で、中世から近世にかけて邪法・外法とされながらも民俗信仰へと変貌していった。

　本像の墨書には、扇森稲荷神社を建立した中川久盛の名があり、外法・邪法に傾倒していたことがわかる(写真178b)。本像は寛永12年

(1635)に｢稲縄大明神堂｣に勧請されたことを示すもので、稲縄大明神堂が中川久貞によって再興されたことを示す墨書が厨子に記されている

(写真178d)。近世初頭の図像として極めて貴重な例である。｢稲縄大明神堂」は、旧願成院境内で聖天堂の南尾根にあった飯縄堂のことである。

　本図は唐代の天台山国清寺に住んだという寒山と拾得の像で、宋代以降、禅僧たちの間で好まれ、日本でも描かれるようになった。

　寺伝によると日光東照宮の造営に関わった中川久盛の発願で愛染堂が建立された際、連れ帰った狩野派の絵師によって愛染堂内北壁に描

かれたという。(写真179)

 愛染堂内四方の壁に赤を基

調とした鮮やかな迦陵頻伽や

飛天などの彩色壁画が残る。

寺伝によると寒山拾得図と同

様に中川久盛が連れ帰った狩

野派の絵師に描かせたという

(写真180)。

179 寒山拾得図 愛染堂内北壁

180 愛染堂内の壁画

(2)板絵 飯縄権現像御正体

(3)寒山拾得図

(4)愛染堂内の壁画

46
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(5)太元帥法

181　太元帥法儀軌

　仏画は、仏教にかかわる様々な行事で用いられる絵画である。その用いられ方は様々で、本尊、道場の守護、灌頂、教化、高僧へ

の追慕が主なもので、寺を中心に民間でも用いられる。

　願成院が所蔵する仏画も様々な場面で使われたことが窺えるが、なかでも息災法、増益法、調伏法、敬愛法、鉤召法という修法

の種類によって仏画が使い分けられたと思われる。このうち調伏法は、自己の心を制御し、外からの敵や悪を教化して成道に至る

障害を取り除く修法で、護摩を焚いて行う。

　下の写真は(写真181)、調伏法のなかでも太元帥明王(たいげんみょうおう)を本尊として執り行われる太元帥法の儀軌である。｢儀軌｣と

いうのは経典に説かれた仏，菩薩，諸天(神)などの造像，供養，念誦などの儀式の執行規則のことである。したがって｢金剛部元帥大將阿

託婆倶経｣を所依の経典とし、儀軌を基に執り行われたのが太元帥法御修法である。古くより宮中で国家的大事に際して修されたというが、

20世紀に入ってからも太平洋戦争の際に修された。太元帥法は、極めて特殊な修法であったために、その実施に際しては、特に秘密裏に

執り行われたほか、伝授についても極限られた僧に伝えられる性格の修法であった。

　願成院には、15世紀に遡ると推定される例(写真98)、江戸時代後期に長谷川等鶴の描いた例(写真99)、計二幅の太元帥明王像が上に

示した太元帥法儀軌とともに残る。この太元帥法に関する什物が願成院に残っている、という点だけをとっても寺の特殊性・重要性を示

しており、九州に限ると他に類例を知らない貴重で稀有な什物と評価できる。

　この他、願成院には各仏画に対応する経典や儀軌が多数所蔵されている。それらは歴代の住職が書写収集してきたもので、今

後の密教学研究に益するところが大きいと言えよう。
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第３章 総論 願成院の仏画の特徴

仏画の種類

曼荼羅

 願成院には別添の表にあるように掛幅仕立ての仏画が154幅(註1)、六曲一双の十二天像屏風、まくり状態の版本が十八枚、金胎敷曼荼羅図

一組の計172点を数える。この他、掛幅の仏画を転用したと思われる懸仏、板絵 飯縄権現像御正体、愛染堂内極彩色壁画がある。このほか、

純粋には信仰の対象ではないが、宗教関連の絵画の分野に該当する道釈画がある。これには愛染堂須弥壇背後の壁に描かれた｢寒山十得

図｣(註2)、獨幽筆｢寒山十得図｣(讃:万福寺第七世悦山道宗)、狩野探幽筆｢蘇軾騎驢図、福禄寿騎白鹿図、杜甫騎驢図｣、對田瑛筆｢桃園結義

図｣、龍嶺:尊尋筆｢龍季布袋図｣、龍山筆｢達磨像｣、阿州月江筆｢雲龍図｣、平安呑舟筆｢雲龍図｣などがある。これら願成院が所蔵する仏画は、

同院が近代に至るまでの間に寄付や購入などによって収集したもの、観音寺が収集していたもの、大勝院・泉福寺・不動院が廃寺・廃院にな

った際に移されたもの、僧侶が持ち込んだもの、等 な々どから形成された。多くは願成院が収集していた仏画とみられるが、由来を明確にしえ

ない例も多い。由来が判明した仏画については一覧表に記載しているところである。

　両部曼荼羅は、甲本と乙本の二組があり(写真44、45)・(写真46、47)、いずれも金剛界と胎蔵界の二幅一具の曼荼羅図からなる。密教寺

院の道場を荘厳し守護する最重要の曼荼羅であるため、規模は大型で、表装も豪華な裂を用いている。

　両部敷曼荼羅図は、金剛界と胎蔵界のものからなり、灌頂等における投華得仏の際に用いる。この敷曼荼羅の存在から願成院で灌頂

が行われていたことがわかる。なお灌頂に関しては「四度加行」･「伝法灌頂」の文書が残されているほか(写真182)、明治前半まで伝法灌

頂を執り行っていた記録が残る。

　願成院が所蔵する10幅の両部種子曼荼羅の全ては、金剛界と胎蔵界曼荼羅を種子(梵字)で表し、それを一幅として上下に貼り合わせた

掛幅仕立ての曼荼羅である。そのため道場の両側に掲げるものではない。両部種子曼荼羅は通例版木から刷られた版本を表装したもので

あり、願成院本もそれにもれない。願成院が所蔵するものは海如(写真58)、龍肝もしくは範栄(松尾芳樹2016)が開版した版本や(写真130・

176)、大勝院の禎仙が種字を墨入れした版本(写真51・52・171)、開版者不明の版本(写真15・175)などを掛幅仕立てにしたものである。

　別尊曼荼羅は、個別の仏を中心に目的とする願いを達成しようとするために行われる修法の際に使用する。修法は息災法・増益法・降

伏法･敬愛法に分類され、それに応じた曼荼羅が用意される。願成院が所蔵する別尊曼荼羅は少量で四幅を数えるだけである。仏教の尊

格の分類に、仏･如来、仏頂、菩薩、明王、天がある。このうち仏陀に関するものでは、一字金輪仏頂像(釈迦金輪)を中尊とし、周囲に九曜や

北斗七星をめぐらす星曼荼羅があり(写真50)、息災法に関するものである。五大虚空蔵曼荼羅は、虚空蔵菩薩を配した曼荼羅で、息災法・

増益法の修法で用いる(写真49)。
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願成院が所蔵する仏画は様 で々あり、傾向を掴むために分類すると、以下のとおりとなる(表)。
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182　事相や灌頂に関する文書

明王部

　仏の世界に敵対する人を𠮟りつけても仏に帰依させる役目。そのため孔雀明王を除く明王が忿怒相をすることで共通する。それらは、不動明

王像が八幅(まくりの版本二幅、脇侍を含む三幅一具の像を含む)、赤不動像が一幅(写真93)、善女龍王像二幅(写真40・129)、八大龍王一幅(写

真41)、五大明王像二幅(写真75・76)、天弓愛染明王二幅(写真100・102)、愛染明王一幅(写真101)、太元帥明王像二幅(写真98・99)、不空羂索忿

怒王一幅(写真79)、軍荼利明王像一幅(写真103)、孔雀明王像一幅(写真104)である。このうち特に珍しいのは太元帥明王像と不空羂索忿怒王であ

る。大元帥明王像は、一般の増益法･調伏法にまつわるものではなく、古来極めて秘密性の高い修法である「太元帥法」にかかる図像である(写真98

・99)。前章で紹介したように願成院には大元帥法の儀軌(写真181)もあり、江戸時代の岡領内で簡略した小規模組織で執り行われていたのだ

ろうか。詳細はわからない。五大明王像は、不動明王を主尊とし、その向かって右下の東：降三世夜叉明王から時計回りに、南：軍荼利夜叉明

王、西：大威徳夜叉明王、北：金剛夜叉明王が取り巻く配置であり、五壇法の本尊として国家安寧を祈願する修法で用いられた。不空羂索忿

如来部

　如来は仏教の中で最も高い尊格である。宝冠・瓔珞を身に着けた大日如来を除き、頭髪は螺髪、腰に裳を付けただけの簡素な姿をして

いるのが通例である。願成院には、死者の供養に用いる十三仏来迎図が三幅(一幅は、まくり状態の版本を含む)(写真19・63・157)、一字金

輪仏頂像には大日金輪(写真48)と釈迦金輪像(写真126)の二幅がある(写真48・126)。そのうち一字金輪仏頂像(釈迦金輪)は、宿曜道で凶

星による災いを避ける修法に用いる他、星祭でもつかった。釈迦三尊十六善神像は、大般若経を護るとされ、それを転読する大般若会の本

尊として用いられた(写真60)。大般若会は各宗派で行われる。薬師十二神将像は、薬師三尊の両側に薬師経と薬師如来を護るという十二神

将が配置された図像である(写真61)。

菩薩部

　菩薩は悟りを求める衆生のことで、通例、宝冠・瓔珞を身に着けた場合が多く、如来の脇侍や主尊として配置される。願成院におけるその

数量は、まくり状態の一幅を含め十一種十六幅である。このうち観音系が最も多く、六幅を数える。なお、五大力吼菩薩像は鎮護国家の経

典の一つ仁王経(旧訳)を所依とする菩薩である(写真77・78)。仁王経は東密で重視された経典であるが、五大力吼菩薩像の事例は珍しい。

　経法曼荼羅は、土台となる経典の他に、関連する儀軌等を加えて構成されたものである。

願成院が所蔵する経法曼荼羅に分類されるものは、金光明最勝王経に関する金光明最勝

王経曼荼羅図二幅だけである(写真54・127)。金光明最勝王経曼荼羅は、密教の経典に基づ

く狭義の曼荼羅ではないが、広義の曼荼羅がもつ複数性、空間性、中心性の要素をもって

いたために｢曼荼羅｣と呼ばれるようになったという(頼富2004)。願成院に残る金光明最勝

王経は元々鎮護国家の経典とされ、南都の大寺における最勝会で講じられていたほか、空

海がこの経に関する解説を著したこともあり、密教寺院でも重視していた。この経に関する

仏画で曼荼羅でない例もある(写真123)。

　観法曼荼羅は、仏教の真理を追究するなかで考え出された曼荼羅で、願成院には宝珠曼

荼羅図と光明真言に関する曼荼羅(写真125・154)が二幅所蔵されているにすぎない。宝珠

曼荼羅図は龍王の頭から出たという宝珠が描かれたもので、願成院本は六角堂能満院で刷

られたまくり状態の版本である(写真18)。そのため実際には用いられたものではない。光明

真言に関する経軌自体は密教請来の平安時代初頭からあったようであるものの、それが大

日如来や阿弥陀如来の真言であるとの考えは『中右記』の長承元年(1132)12月7日の記事に

ある正覚房(覚鑁)の発言が初見のようである(小林2013)。この12世紀頃は浄土信仰・阿弥

陀信仰が流行し始めたころである。覚鑁の発言、また浄土教の影響、さらに明恵の著作にあ

るように光明真言と土砂加持を結び付けた功徳は亡者の減罪、往生を目的とするという。願

成院には真鍮製の土砂器(壺)も残っており(大分県立埋蔵文化財センター2020.7)(註2)、土

砂加持が行われていたことがうかがえる。

　浄土曼荼羅といえば、通例、当麻曼荼羅、智光曼荼羅、清海曼荼羅があり、いずれも阿弥

陀如来を主尊とするが、密教寺院である願成院にはない。兜率天曼荼羅は、弥勒菩薩の浄土である兜率天に上生を願う上生信仰に伴う曼荼羅で

ある。願成院には、密教系の葬送儀礼等で用いられたと考えられる兜率天曼荼羅図が二幅所蔵される(写真65・66)。
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天部

　天部の諸尊は、古代インドの神々が仏教に取り込まれ、守護する尊格となった。その顔は、忿怒相や柔和な相に二分されるが、着衣や持

物など様々である。それらをみると通常の毘沙門天像に加え、刀八毘沙門天像、勝敵毘沙門天像、など毘沙門天の変化形の諸像、あるいは

十二幅一具の十二天像、弁才天像が多い。これに少数の聖天像、水天像がある。十二天像は、密教の修法の際に道場の方角を護るとされ、

今日、願成院には三組の掛幅仕立て、一組の屏風仕立てのものが残る。これらは元来、竹田の願成院、大勝院、府内の福寿院に伝わってい

たものである。

高僧・僧侶

　僧侶の姿を描いた高僧画は、亡き宗祖・派祖などの高僧を偲び信仰の対象とする絵と(写真1・2・4・8・9・10・56・59・107・132～141・153・

155)、印可を受けた先代住職・師僧を偲ぶ僧侶図(写真5・122・146・147・170)からなる。前者には密教伝持の八祖像(写真132)、玄奘三蔵像、

弘法大師像、理源大師像などがあり、基本構成をなしているが、弘法大師像が最も多い。弘法大師像の中には、右手に五鈷杵ではなく剣をも

った秘鍵大師像がある(写真9)。秘鍵大師像は、般若心経に基づく大師像で、願成院弁天堂には木彫の秘健大師像も残る。このほか明治二

十八年(1895)に印刷された伝教大師像がある。これは延暦寺が桓武天皇像とともに伝教大師像を二幅一具として印刷制作した掛幅である

(写真2・3)。これについては、真言宗寺院である願成院に伝わった経緯が不明である。

仏伝図

　釈迦の事績を絵にしたものを仏伝図という。仏伝図のなかでも仏涅槃図は、日本で最も流行した。とりわけ仏教の開祖ということで、密教の

みならず宗派を超えて毎年、陰暦2月15日に釈迦を追慕する涅槃会の本尊として掲げられることが多い。願成院には二幅の仏涅槃図(いずれ

も近世)がある(写真42・43)。

垂迹

　神道の神は元来偶像を持つものではなかった。これに神仏習合という考え方のなかで神や民間神を偶像化した絵画が垂迹画である。岡

領主第二代中川久盛は、いわゆる外法・邪法とされていた神にも傾倒したようで、現在大きな神社として知られる扇森稲荷神社を勧請した。

また岡城の北方尾根の愛宕山には願成院を建立したが、その願成院が支配する堂社として太郎坊・愛宕社・飯縄堂を隣接地に建立した。願

成院には凝灰岩に観音と赤白二頭の犬が掘出された扇森稲荷神社の旧御神体(狐頭様)、さらに愛宕社にまつわる太郎坊像・愛宕権現立体曼

荼羅像などが残る。絵画としては愛宕権現曼荼羅、空海と高野山建立にまつわる高野四所明神像(写真105)、三宝荒神像がある。特に三宝荒

神像は、日本仏教の信仰の中で独自に発展した尊像であり、日本古来の荒魂に、古代インドの神格である夜叉神、さらに神道、密教、山岳信仰

などの要素が混交した姿であるらしい。日本では、近世以降、火伏の神、つまり火と竈の神として民間で信仰された。願成院が所蔵する掛幅仕

立ての三宝荒神像は(写真109)、図像的に精緻であることと、｢平等坊｣･｢清荒神清澄寺｣など近畿周辺の寺の名前が記されていることから、近畿

周辺で制作され、寺院での祭祀で使われたのだろう。

その他

　ここでは厳密には仏画ではない掛幅と、仏教を保護した人物の絵画を含める。桓武天皇像(写真3)は、天皇が天台宗を保護したこともあ

り、比叡山延暦寺で制作した掛幅である。種字真言図は一行書の様に縦一列に種子を書いたものである。密宗血脈相承図(写真128)は、大

日如来から続く密教の系譜を系図のように書き、掛幅仕立てにしたものである。系譜の一番下の最後部分は文禄・慶長頃の仁和寺・醍醐寺

等の大寺に属する高僧名が記されている。これらは数量が全て一幅ずつと少量である。

　以上みてきたように、願成院が所蔵する仏画類は修法など寺院行事に伴うもの、民間信仰に伴うものなど、寺の歴史と寺格に伴う多種多様

な仏画が集積されていることが特徴である。

　註1　種子真言図、密宗血脈相承図、僧侶図を含める。

　註2　｢寒山｣は文殊菩薩、｢拾得｣は普賢菩薩の化身とされてきた。

　註3　令和２年度７月の特集展に際してのパンフレットでは、｢舎利容器として紹介したが、土砂器の間違いである(大分県立埋蔵文化財センター2020.7)

怒王に関しては、制多迦童子･矜羯羅童子と見られる眷属が両脇に配置されていることもあり、密教寺院での尊像として不動明王像と見る向き

もある(写真79)。しかし箱書にはっきりと｢不空羂索忿怒王｣と書いており、その像容の異様さは不動明王とはまったく異なる。この像は『密教大

辞典』に記載された｢不空憤怒王｣に相当するもので、不空羂索観音の教令輪身ということになる。不空羂索忿怒王は明治中期の作例であるも

のの国内的にも数が少ない尊像である。この実際の修法で用いられたとは思えない図像であるが、箱書を書いた住職(禎僊)による密教図像収

集の方向性が窺える。軍荼利明王像も、独尊での図像は珍しい。全体を俯瞰してみると数量的には五大明王・赤不動を含めた不動明王関連の

尊像が最も多く、今日なお願成院で日常的に唱えられる真言が不動真言であることを含め、この寺院で重視されてきた歴史を物語る。

　ともあれ願成院所蔵の明王関連図像には、密教を代表する尊像が多数含まれていることに特徴がある。
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京都長谷川派の仏画

六角堂能満院

　六角堂能満院は、京都にあった頂法寺の塔頭である。ここに19世紀中頃から憲海(大願または無言道)を首領とする大成(憲理)、宗立(月

樵)、雲道、現光、皆了などが集い、仏画粉本の作成からその版木を彫り、仏画類の印行・印施を行った仏画工房である。その粉本の集成は

株式会社法蔵館から出版されているところである(京都市立芸術大学芸術資料館編2004)。この報告によれば、「元治元年(1864)8月19日、

幕末の兵火で能満院が焼けるまで」彼らの活動は続いたようである。この時の兵火で能満院に保管していた版木は焼失した。

　願成院には、六角堂能満院による弘法大師像戊本･宝珠曼荼羅図･十三仏来迎図丙本･不動明王像戊本･不動明王像己本･十二天像(12幅)

等、計十七幅分の版本がまくり状態で所蔵されている(写真17～33)。六角堂能満院工房の活動は、幕末を中心としており、この頃願成院の

住職であったのは十四世金剛祐遍である。当時、祐遍は、御室御所と呼ばれた仁和寺と交流があったことが知られるとともに、仏画などの

整理収集を行っていた。粉本を収集したのは祐遍であった可能性が高い。おそらくそれは六角堂能満院で版木が焼失するまでに刷られた

もので、入手していた版本と思われる。

(2)仏画を描いた絵師

　願成院が所蔵する仏画類の年代は、15世紀頃から20世紀前半までの間に作画されたものであるが、18世紀から19世紀第三四半期ころま

での江戸中期から末にかけてのものが大半で、次いでそれ以降の明治時代に作画されたものからなる。作画の契機になったのは、弘法大師

没後一千年に際し用意された仏画も多いが、灌頂や新たなる修法の本尊とするために伴う関連仏画の収集も考えられる。そうした動機を

経て注文、作画と進むのである。

　これまで提示してきた願成院所蔵の仏画は総数170幅を超える数量が残されている。その中には職業絵師が描いたものの他、僧侶や武

士階級その他の人が趣味・手習いの延長として描き寄進したものがある。前者の職業絵師の場合は、多くの需要と宗教上の本山が密集す

る京や南都に絵屋を営んでいた。寺社からの注文に応じて描いている。後者の僧侶や武士階級その他の人々の場合は、地方であることを

窺かがわせるように技術的にバランスを欠く例が多い。ただし京や南都、あるいはその周辺の僧侶の中には職業絵師並みに研鑽を積んで

いる学僧の場合がある。こうした状況は願成院所蔵仏画の中にもみられる。これらの場合による出来栄えを俯瞰的に願成院の仏画でみる

と、やはり京・南都絵師による仏画の完成度は、地方で描かれたものに比べ完成度は一目瞭然である。特に整った顔の表現や体躯の細か

いところまで描きこまれている。その一方、地方で描かれた仏画においては、作者によって顔の表現などが大きく異なるなどバランスを欠く

ものが多い。ここでは願成院が所蔵する仏画に記載された作者名からその特徴をみてみたい。

 京都長谷川派は、安土桃山時代の長谷川等伯の三男宗也の系統に連なる絵屋である。願成院には｢雪舟十一世｣の長谷川等鶴から、等叔、

等舟まで三代に渡る仏画が残されている。等鶴の仏画としては、五大明王像乙本(写真76)と大元帥明王像乙本の二幅が残る(写真87)。等鶴の

技法で特徴的なのは、火焔の表現において優美な曲線的表現でグラデーションを利かせていることで、次代の等叔に続く表現を確立したと

いえるだろう。等叔は、個人の仏画作品としては八点を数える。内訳は不動明王甲本(写真62)、弘法大師像庚本(写真107)、高野四所明神像(写

真105)、愛宕権現曼荼羅図(写真106)、兜率天曼荼羅図乙本(写真66)、弘法大師絵伝 双幅(写真6・7)、釈迦十六善神像(写真60)である。これ

に等叔作の可能性がある十二天像(12幅)がある(写真110～121)。とりわけ毘沙門天像(十二天像甲本)のふっくらとした顔の表現は(写真120)、愛

宕権現曼荼羅図の描きぶりに瓜二つと言える(写真106)。等叔の後を継いだ等舟は、幕末から明治初頭の絵師で、落款のある｢聖天像｣が一幅

伝わる(写真108)。他に作風から等舟の作である可能性の高い仏画が五幅残る。毘沙門天像丁本(写真13)、勝敵毘沙門天像(写真11)、不動明

王像丁本(写真14)、秘鍵大師像(写真9)、軍荼利明王像(写真103)、「御誂仏書画目録」に記された一括注文品(写真14-2)である。

早水喜内

　早水喜内の仏画は三幅一具の水天像(写真39)・善女竜王像(写真40)･八大龍王像(写真41)がある。願成院所蔵の早水喜内による絵を見ると、

彩色は鮮やかで、波紋についても手慣れた職業絵師である観を深くする。しかし早水喜内の作例は、管見で秋田県横手市に所在の曹洞宗

長雲山龍泉寺が所蔵する仏涅槃図(享保3年･1718)が知られるだけである。ちなみに願成院と龍泉寺の仏画における早水喜内の落款・印章は、

同じものである。

海如

　海如は大和長谷寺能満院の僧で、光雲海如といい、梵学の研究者であった。松尾芳樹の研究では、海如は六角堂能満院に入る前の憲海が

長谷寺に来た時にあっている。そこで海如は高貴寺慈雲の学統を引く正法律に傾倒し、憲海から悉曇学(梵字学)と報恩院流を伝授された学僧

と言う。また髙貴寺の慈雲の弟子、智憧法樹の弟子でもあった。そのような背景のなかで、海如は迷う衆生を済度(救済)する方法の一つとして
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高橋某

　旧大勝院が所蔵していた仏画に一字金輪仏頂像(大日金輪像)がある(写真48)。それは、紺地に金泥による繊細な線描である。文様や体形な

どの輪郭は重要文化財の醍醐寺本「大日金輪像」に近い。細かい部分まで丁寧に描かれており、ローカル色を指摘するような部分のない見事

な仏画である。これは天保5年の大師一千年遠違の為に河内國 高井田寺(長栄寺)で「高橋某」によって描かれている。長栄寺と言えば慈雲も

住職を務めたことのある正法律の寺である。ともあれ、一見して画力の高い絵師による作画であるが、「高橋某」の特定には至っていない。

その他

　以上みてきた絵師が願成院の所蔵する仏画に名前が残る京都の絵師である。この他、専門絵師と違って地方で仏画を描いた領主や僧がいた。

　木下俊長は日出領の第三代領主である。俊長が描いている仏画は、左手に経巻・右手に剣を持つ弁才天像甲本(写真34)と左膝をたて琵

琶をつま弾く弁才天像乙本(写真35)の二幅である。両幅とも相互によく似た画風であり、表装裏に｢願成院第十五世禎僊｣とあることから明

治31年(1898)頃(註2)、何らかの記録を元に禎僊が木下俊長の作であることを追記したことがわかる。また増益法の本尊である弁才天を2幅

も描いていることは、日出領で農民の逃散がおこり自ら謹慎をしつつ領内の安寧を願った俊長の動向が窺える。

　領主が描いた仏画には府内領の第六代領主松平近儔が描いたものもある。彼は長期にわたって府内領における権力を掌握したことで知

られる。願成院に残る仏画の調査では、寛政五年(1793)に描いた十二幅一具の十二天像乙本(一五八～一六九)、寛政六年(1794)に描いた

如意輪観音菩薩像甲本(六十九)が残る。松平近儔の治世は、天明六年（1786）から天明七年(1787)、享和元年(1801)の虫害による大凶作、さ

らに災害や大火が相次ぎ財政が逼迫したらしい。その一方で、近儔は大分市にある金剛宝戒寺が所蔵する傷みの激しい｢仏涅槃図｣を修復

森田重三郎易信

　長谷寺は、奈良県桜井市初瀬にある真言宗豊山派の総本山で、山号は｢豊山｣である。十九世紀前半頃、この長谷寺の絵屋として森田重三

郎易信は京にあって｢豊山御絵所｣を名乗っていたという(松尾芳樹2015)。森田は栃木県輪王寺の｢千手観音曼荼羅図｣･早稲田大学所蔵｢善

光寺如来絵詞伝｣などの仏画の他、京都龍安寺の｢細川政元像｣(京都国立博物館寄託)などの肖像画などを描いている。願成院が所蔵する

森田重三郎易信の手になる仏画は、虚空蔵菩薩像甲本である(写真73)。これは通常の掛幅における表装と違い、一枚の絹の中央やや下に

背景白の円相内に半跏趺坐の虚空蔵菩薩像を描き、その外側を暗黄色で着色したものである。それを裏打ち後、上端・下端を八双と軸に巻

き付けているだけであり、通常の天地・風帯・柱・中廻し等の区分のない異色の掛幅である。

龍肝･範栄

　龍肝は字を智隆房ともいい、豊山(長谷寺)方にあって事相の安祥寺流を身に着けた学僧であったという。龍肝の生年は判明しないが、

1838年に遷化していることから、19世紀前半ころを中心に活動したと思われる。一方、範栄は智積院の学僧で、やはり19世紀前半ころを中心

に活動したようである。龍肝は、両部種字曼荼羅図を開版し、繁栄も龍肝版を基に両部種字曼荼羅図を開版しており、両盤は極めて酷似した

もののようである(松尾2016)。願成院が所蔵する両部種字曼荼羅図戊本は、各印や各会の上に「金剛手印」や「降三世会」などと帰属する部分

の名称が刷られており、龍肝版か範栄版のどちらかであろう(写真130)。

北村某

　願成院が所蔵する仏画に｢普賢延命菩薩像｣(写真71)と｢紺紙金泥両部種子曼荼羅図｣(写真72)があり、両者は同じ箱に入れられていた。

箱書きに、箱蓋表｢紺紙金泥両部曼荼羅 普賢延命菩薩 共貮幅」・箱蓋裏｢明治31年2月吉祥日 画工京師北村氏所爲　願成院十五世禎

僊‥｣とある(註1)。同じく願成院所蔵の｢不空羂索忿怒王二童子像｣(写真79)があり、｢箱蓋表｢不空絹索忿怒王　願成院蔵｣･箱蓋裏｢明治

32年1月10日 京師北村氏所画｣という箱書がある。明治31年(1898)に住職となった禎僊が｢京師 北村氏｣の描いた仏画に箱書を書いていた

のであるが、その｢北村氏｣とはだれであろうか。｢普賢延命菩薩像｣･｢不空羂索忿怒王二童子像｣の図像をみるかぎりにおいて、京風らしい

画技を持っていたことが窺える。十九世紀に仏画を描いていた北村姓の絵師としては、小川千甕の師匠であった巨勢派の仏画絵師北村

秀隆、また仏画師北村敬重が挙げられるが、両名の研究が進んでいないため明確なことはわからない。

天保5年(1834)の弘法大師千年忌に際し、長谷寺版両部種子曼荼羅図を開版したという(松尾芳樹2015)。この弘法大師千年忌に際し開版され

た両界種子曼荼羅図版本を基に作られた掛幅は一幅残されている(写真58)。これに加え、海如による朱文隅円方印が捺された如意輪観音像

乙本(写真55)･弘法大師像己本(写真56)･不動明王像乙本(写真57)･理源大師像(写真59)があり、真言五図として箱の中に収められていた。この

うち海如が描いた不動明王像乙本の作風に極めて酷似した不動明王像丙本があるが(写真81)、これも海如による制作で間違いないだろう。前

記した六角堂能満陀の憲海と海如は慈雲の系譜を引く正法律派に連なる僧である。彼らに関係する仏画の存在は、願成院、大勝院が、江戸

後期末期の時において正法律の影響を受け、受容していたことが伺える。
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させたほか、同じ大分市にある黄檗宗の寺である西光寺を普請している。また文武を奨励し、その発展に尽力したという。このような背景

の中で息災・増益を神仏に祈願・祈祷しつつ仏画を描いたのだろう。

　この他、地方の僧が描いた仏画もある。大勝院(註3)の十六世住職であった禎仙は、既に述べたように両部種子曼荼羅の版本を入手し、

種子に墨入れをした両部種子曼荼羅を縦列させて表装している。こうした両部種子曼荼羅図の掛幅は、今のところ、弘化3年(1846)頃制作した

両部種子曼荼羅図 甲本(写真51)・両部種子曼荼羅図 乙本(写真52)・両部種子曼荼羅図 庚本(写真171)の3幅が確認されている。このうち甲本

は廃寺になる前の不動院(註4)、庚本は大勝院に隣接する観音寺に寄付し、乙本は禎仙の自坊である大勝院で保管したことがそれぞれの掛幅

に書かれた墨蹟からわかる。また大勝院の十二世住職であった了遍は、文化9年(1812)に願成院十二世住職となった。

註1 願成院における歴代住職の代数について禎僊自らは｢‥願成院十五世禎僊‥｣と箱書にあるように理解していた。しかし禎僊までの代数

は、十四世金剛祐遍、十五世祐厳、十六世志賀貫瑞、十七世金剛智幢、十八世禎僊(禎仙)と継承されるので、｢十五世｣は、禎僊の勘違い

である。このことは本文中にも記したとおりである。なお、明治初頭まで愛染堂が所属していた大勝院の十六世住職禎仙(禎僊)は萬延

元年(1860)8月13日に入寂しており、「.．願成院十五世禎僊」とかいた禎僊とは別人である。

註2 ｢願成院第十五世禎僊｣と称するのは、明治31年(1898)から明治32年(1899)の初頭であることから追記の年代が明治時代であることがわ

かる。このため大勝院の十六世禎仙(禎僊)とは、註1のとおり別人である。

註3 現在の愛染堂の地にあった寺院で、明治初頭の廃仏毀釈で廃寺になった。禎僊は大勝院の住職を務めた。大勝院は廃寺となったが、そ

の本堂であった愛染堂と円通閣が残され、明治8年(1875)に岡城北方の愛宕山から移転してきた願成院の本堂となる。

註4 不動院は、正式には「泰廣山東洞寺不動院」と言う。中世頃から続いた寺で願成院と交流のあった真言密教系の寺である。明治初頭頃に

は廃寺となり、この頃願成院に移管されたのが、「五大明王像 甲本」(写真75)であろう。この東洞寺不動院跡に(竹田市大字会 2々356)、明

治16年(1883)になって建立が決まったのが現在の「天台宗 不動院妙見寺」である。

参考文献

　　大分県立埋蔵文化財センター2020.7 『令和２年度お 特集展Ⅰ 竹田市願成院愛染堂の秘宝』展示解説資料

京都市立芸術大学芸術資料館編2004 『六角堂能満院仏画粉本仏教図像聚成』株式会社法蔵館

小林靖典2013 ｢江戸期と明治期における光明真言安心について―伝不空訳 光明真言儀軌をめぐって―｣

　　　　　　　　　 　　『現代密教』第24号 真言宗智山派総本山智積院 117～140

松尾芳樹2015 『2014年度博士論文 六角堂能満院工房と律僧憲海』

松尾芳樹2016 『会津と大願憲海 仏教図像･田村月樵道釈画調査報告』自在院史料集

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第六集　真言宗豊山派自在院

頼富本宏2004 ｢別尊･経法･観法の曼荼羅について｣京都市立芸術大学芸術資料館(編)

　　　　　　 『六角堂能満院仏画粉本仏教図像聚成(上巻)19～25』
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　大分県府内大友氏遺跡出土品1,269点は、キリシタン信仰や国際貿易を振興した大友氏治

世下の都市遺跡の内容をよく示すとともに、わが国における中世都市の実態を具体的に示す

ものとして、令和元年7月23日に重要文化財に指定された。

　出土品の中には、経年劣化が進行し破損する危険性が生じるものもあり、令和３年度より

国の補助を得て保存修理に着手している。

　令和４年度はメダイをはじめとした金属製品２６点の保存修理を行いましたので、その成

果の一部を紹介する。

１ 保存修理を実施した金属製品　２６点

文様がよく見えるようになった

    　　府内型メダイ（重文No.718）

「メダイ」とはキリスト教のカトリッ
ク教徒が身につけるメダル状の金属製
品で、ロザリオという祈りを捧げる数
珠状の道具に十字架などとともに吊り
下げて使用された。
今回の修理によって、表面に文様が鋳
出されていることがわかった。ただし
、文様の意味は不明ですので、引き続
き調査・研究していく。

  「兜金（かぶとがね）」とは太刀（たち）
を握る部分の先端にかぶせる金属製の器具で
ある。
　府内大友氏遺跡の出土品は青銅製で、修理
前には本体の一部の破片や目釘（めくぎ）が
破損して遊離した状態でしたが、修理によっ
てこれらを接合することができた。

　令和４年度は修理を開始して２年目となった。出土品を永く後世に伝えてゆくために、今
後も修理を継続していく予定である。

メダイ１３点　　指輪１点　　　　　鎖１点　　　鞐（こはぜ）金具１点
火打金２点　　　太鼓形分銅５点　　兜金１点　　笄１点
鉄鍋１点　　

２ メダイの保存修理

３ 笄（こうがい）の保存修理

  「笄（こうがい）」とは刀の鞘(さや)の付
属品の一つで、金属製で、刀の差表(さしお
もて)に挿しておき、髪をなでつける時など
に用いられた。
　今回の修理に伴うクリーニング作業によっ
て、耳かきが付く前端部の基部に蕨手（わら
びて）状の文様が彫られていたことや凹みの
部分に魚々子（ななこ）文様と呼ばれる細か
い点々の文様があることがわかった。

文様がよく見えるようになった

         　笄（重文No.844）

４ 兜金（かぶとがね）の保存修理
バラバラになっていた破片を接合した

　　　　　　兜金（重文No.835）

重要文化財「大分県府内大友氏遺跡出土品」の保存修理
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大分県立埋蔵文化財センター年報（令和４年度）

第１章　令和４年度　大分県立埋蔵文化財センターの事業実績

Ⅰ 埋蔵文化財保護行政の中核的役割を担う

（１） 本調査 (３件 )

第 1表　県事業関係本調査箇所

事 業 主 所在地遺跡名等事 業 名 調査期間 調査面積 調査担当 主な時代 主な遺構・遺物

大分土木
事務所

都市計画道路庄
の原佐野線街路
改良事業

大分市 １２６８㎡ 西　貴史 弥生～近世

土坑、 溝、 井戸、
土坑墓等
弥生土器、 土師
器、 須恵器、 陶
磁器、 木製品等

１

２
臼杵土木
事務所

臼杵市 ５０㎡ 近世

石切場
刻印、 刻銘
陶磁器、 瓦、 凝
灰岩片等

区　分 調査件数 期　間 調査担当 備　考

県土木建築部事業分布調査 669 令和４年４月～令和５年３月 横澤他１

２ 県土木建築部他事業試掘 ・確認調査 42 令和４年４月～令和５年３月 横澤他

３ 県農林水産部事業分布調査 126 令和４年４月～令和５年３月 山本他

その他県事業試掘 ・確認調査 12 令和４年４月～令和５年３月 横澤 ・西４

５ 近世重要遺跡詳細分布調査 令和４年４月～令和５年３月

６
九林野庁九州森林管理局事業分布 ・確認
調査

1 令和４年５月

７ 国土交通省佐伯河川国道事務所事業分布 ・
試掘 ・確認調査

8

第２表　分布･試掘･確認調査件数

(２) 分布･試掘･確認調査 ( 約 852 件 )

１ 発掘調査の推進

１

２

８

山本 ・西

吉田 ・服部
小堀

2

　県事業関係の発掘調査は、 戸室台遺跡、 木所遺跡、 下郡遺跡群の３件の本調査を実施した。

　また、 分布調査は県土木建築部事業で６６９件、 県農林水産部事業関係で１２６件であった。 試掘 ・確

認調査は７１件実施した。

61

６月２日～
６月２２日

５月３０日～
１２月２３日

木所遺跡 臼杵市 ７月２０日～
８月２２日

１０８㎡ 山本哲也 中世
土坑、 柱穴
土器

県道吉野原犬飼
線道路改良工事

臼杵土木
事務所３

下郡遺跡群

双葉南地区急傾
斜地崩壊対策事
業

戸室台遺跡 横澤　慈

中九州道路

国道拡幅

吉田 ・服部
小堀

令和４年６月～令和５年３月

国土交通省熊本営繕事務所事業立会調査 令和４年６月～１０月 服部 ・小堀

吉田 ・小堀令和４年９月～１１月2国土交通省大分河川国道事務所事業分布 ・
試掘 ・確認調査

９

新営工事

税務署建築

基礎資料整理
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　発掘調査に係る遺物の整理作業を、これまで同様、整理の済んだ遺跡から順に、調査担当者が報告

書を作成し、令和４年度は、『石神城跡・濱田遺跡』、『小路遺跡』、『法恩寺石切場跡』、『府内城・城下町』の報告書を作成した。その他に『調査概

報』及び『研究紀要』を刊行した。

第３表　分布・試掘・確認調査件数（２）

区　　　分 件　数 期　　　　間 　担当者 備　　　　　　　考

10
法務省　大分地方検察庁事業　 
分布・立会調査

2 令和4年10月～令和5年3月 吉田・小堀
旧臼杵区検察庁庁舎解体
工事等

11
法務省　福岡高等裁判所事業　 
分布・立会調査

1 令和5年1月 小堀
大分家庭裁判所中津支部
庁舎改修工事

12
法務省　大分地方裁判所事業　 
分布・立会調査

1 令和5年1月
吉田・服部・
小堀

豊後高田簡易裁判所追手
口宿舎解体工事

13
防衛省　陸上自衛隊玖珠駐屯地
事業  分布・確認調査

1 令和5年3月 吉田・小堀
ボイラー燃料タンク建替
工事等

　発掘調査に係る遺物の整理作業を、これまで同様、整理の済んだ遺跡から順に、調査担当者が報告

書を作成し、令和４年度は、『石神城跡・濱田遺跡』、『小路遺跡』、『法恩寺石切場跡』、『府内

（３）資料整理・報告書作成等

第４表　令和４年度に刊行した報告書等印刷物

報告書番号 遺跡名等 副題等 担当者 総頁

1

2

3

4

5

6

大分県立埋蔵文化財 センター
調査報告書第24集

石神城跡・濱田遺跡
外馬場錆矢堂線街路改良事業に伴う
埋蔵文化財発掘調査報告書

横澤　慈
A4版
116頁

大分県立埋蔵文化財 センター
調査報告書第25集

小路遺跡
上小原地区急傾斜地対策工事に伴う
埋蔵文化財発掘調査報告書

小堀嵩史
A4版
54頁

大分県立埋蔵文化財 センター
調査報告書第26集

法恩寺石切場跡
法恩寺地区急傾斜地崩壊対策事業に
伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

横澤　慈
A4版
42頁

大分県立埋蔵文化財 センター
調査報告書第27集

府内城・城下町
（第34次調査）

国道197号歩道改修事業に伴う埋蔵
文化財発掘調査報告書

横澤　慈
A4版
64頁

大分県内遺跡発掘調査概報26 横澤　慈
A4版
40頁

大分県立埋蔵文化財センター
研究紀要６

服部真和　
西　貴史　　
綿貫俊一　
松本康弘

A4版
92頁

城・城下町』の報告書を作成した。その他に『調査概報』及び『研究紀要』を刊行した。

第５表　所蔵資料の貸出し

貸出機関 期間 内容

1

2

府内城を復元する会 5月1日
府内城三ノ丸北口跡　石垣築石の墨書写真　貸出
冊子『豊後府内城』への掲載

九州国立博物館 5月1日～12月28日
重要文化財　土製地蔵菩薩座像
九州国立博物館文化交流展「海の道、アジアの道」（平常展）展示及
び三次元計測

大分市教育委員会 6月29日
重要文化財　ベネチアングラス等の写真貸出
国指定史跡大友氏遺跡追加指定の意見書等に掲載

山香町史談会 6月30日
龍頭遺跡　編みかご　写真貸出
「山香町の文化財」別冊に掲載

3

4

（４）所蔵資料の活用

①　所蔵資料の貸出し

　県立埋蔵文化財センターとして、昨年度同様、約２５件の資料・写真の貸出し、資料調査の対応を

行った。
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第７表　所蔵資料の利用

②　所蔵資料の利用

第６表　分所蔵資料の貸出し(２）

貸出機関 期間 内容

5

6

7

8

9

10

11

大分県立歴史博物館 8月１日～１月31日
飛山19号横穴出土遺物　写真撮影
特集展・印刷物・ホームページ等に使用

日田市教育委員会 8月1日～　3月31日
鬼塚古墳・鬼ケ城古墳等写真　貸出
企画展「日田盆地周辺地域の装飾古墳」

大分県立美術館 9月1日～11月25日
重要文化財　ヴェロニカのメダイ　 貸出

「2022コレクション展Ⅲ生命の輝きを求めて」

（株）筑摩書房 10月19日
中世大友府内町跡　彫三島茶碗片　写真掲載
東京国立博物館編集の研究論文に使用

佐伯市歴史資料館 12月19日～1月31日
森の木遺跡押型文土器等の貸出
令和４年度子ども学芸員体験事業成果展

津久見市教育委員会 1月13日～2月26日
門前遺跡・志手町遺跡の出土遺物貸出

「津久見市の文化財～守り語り継ごう地域のたから～」展示

宇佐市教育委員会 3月31日
飯田二反田遺跡等の写真貸出
「宇佐市文化財保存活用地域計画」に掲載

利用機関 期日 内容

1 （合）カラボック 6月18日
中世大友府内町跡出土遺物（土器等集合写真・ベトナム長胴壺
べネチアングラス等）
BS「偉人素顔の履歴書」♯３４ 大友宗麟編での写真使用

2 TRC -ADEAC 株式会社 5月15日～
中世大友府内町跡出土遺物（メダイ・唐枕・ベトナム長胴壺等）
学校教育における授業活用を目的とした「多様な資料を活用した
教材アーカイブ」等での映像掲載

3 岡山市埋蔵文化財センター 5月20日 横尾貝塚出土の縄文土器片の実測・写真撮影

4 岩手大学　 7月26日
西南戦争関係弾頭の鉛同位体比計測
研究論文に使用

5 同志社大学 8月1日～31日
中世大友府内町跡出土の中国南部産焼締陶器擂鉢の実測・撮影
研究論文に使用

6 文化課 10月４日～６日
「おおいたデジタル 図鑑」3D撮影（犬型土製品等の指定文化財の
の撮影）

7 西南学院大学博物館 10月7日
中世大友府内町跡出土メダイの複製品作製
特集展「掘り出されたキリシタンの祈り」での展示

8 島根大学 10月14日
古国府1号墳等から出土した鏡の実測
研究論文に使用

9 福岡市教育委員会 12月8日
一方平Ⅱ遺跡出土石器等の実測等
研究論文に使用

10 個人 1月13日
岩鼻岩陰遺跡出土遺物の写真撮影・熟覧
研究・執筆活動

11 島根大学 3月6日
雄城台遺跡等から出土した鏡の実測
研究論文に使用

12 九州国立博物館 3月31日 朱漆鎗金楼閣騎馬人物文唐枕の修理報告書掲載

13 九州国立博物館 3月31日
中世大友府内町跡出土地蔵菩薩坐像に係る写真・CT スキャナ画像
の研究紀要掲載
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　大分県内で出土した発掘資料をもとに旧石器

時代から江戸時代に至る展示をすることで、大

分県の通史を学ぶことができる施設である。

１　常設展示

２　企画展示

Ⅱ　わかりやすい展示、楽しく学べる歴史体験　

（主な展示資料）

（主な展示資料）

（１）豊の国考古館

（２）ＢＶＮＧＯ大友資料館

　中世大友府内町跡がら出土した重要文化財を

含む豊富な発掘資料を展示することで、戦国大

名大友氏について学ぶことができる施設であ

る。

　年度当初の『豊の古代瓦』から２月開幕の『横穴墓の考古学』まで、年間５回の企画展を開

（１）企画展１

①　『豊の古代瓦』

令和４年４月１日（土）～５月２９日（日）

令和４年７月１２日（火）～９月２５日（日）

開催期日　５０日

観覧者数 １，４０８名

　瓦は建物を風雨から守る建築材ですが、古代においては宮

殿や寺院の建物を壮麗に飾る道具でもあり、地域の支配者や

有力者の権威の象徴だった。大分県の遺跡から出土した古代

瓦を紹介し、瓦に施された様々な文様を楽しんでいただくと

ともに、その背景にある歴史的意義を披露した。

単弁八葉軒丸瓦　相原廃寺跡　大分県立歴史博物館蔵

新羅系複弁八葉軒丸瓦　塔ノ熊廃寺跡　中津市教育委員会蔵

鴻臚館系複弁八葉軒丸瓦　弥勒寺跡　大分県立歴史博物館蔵

せん仏　虚空蔵寺跡　教覚寺蔵　宇佐市指定有形文化財

②　『東アジアの陶磁器展』

開催期日　６６日　

観覧者数 １，２４０名

遺跡からの出土品は、その場所で確実に使われていた

「歴史の証人」ともいえる資料です。今回の企画展では、

県内の遺跡から出土した陶磁器を中心に展示を行い、中国

や朝鮮半島の陶磁器が大分にもたらされた歴史的な背景を

探ります。

龍泉窯系青磁碗　八坂中遺跡

同安窯系青磁碗　草場窯跡

龍泉窯系青磁盤　四日市遺跡

　催した。
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（主な展示資料）

（主な展示資料）

③　企画展３

『九州・おおいたの縄文文化』

令和４年１０月１４日（金）～１２月１１日（日）

令和５年２月１４日（火）～３月３１日

開催期日　５２日

観覧者数 １，５０５名

　縄文時代は約１５，０００年前から約２，８００年前にか

けて継続した、狩猟採集の時代である。日本列島において

１万年以上継続した縄文時代は、各地に多様な地域性をもつ

文化を生み出してきた。本企画展では、九州・大分の縄文文

化を特徴づける土器や石器といった生活の道具、祭祀や装身

具といった多彩な資料を展示する。

隆帯文土器　清武上猪ノ原遺跡　宮崎市教育委員会蔵　　

阿高式土器　中尾田遺跡　鹿児島県立埋蔵文化財センター蔵

土偶　天神面遺跡　竹田市教育委員会蔵

④　企画展４

『横穴墓の考古学』

開催期日　４０日

観覧者数 １，６８４名

 古墳時代後期（6世紀）になると、家族単位などで追葬が

可能となった横穴墓が多く造られるようになる。副葬品か

らは地域のリーダー的存在がいたことが分かるなど、興味

深いものとなっている。企画展では、横穴墓の調査で出土

した副葬品などを展示するとともに、横穴墓とはどのよう

な墓であるか、紹介する。

はそう　上ノ原横穴墓群

耳環　四日市上ノ原横穴墓群

玉類　飛山横穴墓群

(１)　特集展示１

３　特集展示

『密教仏画の至宝Ⅳ』

令和４年５月１７日（火）～７月１８日（月）

企画展と並行して年間２回の特集展を実施した。

開催期日　５５日

観覧者数 １，７６１名

　竹田市にある願成院愛染堂の寺宝である仏画の展示も4回目

になる。今回は仏画を描いた絵師に注目した展示を行う。所

蔵する仏画では京都長谷川派による作風が多いということが

特筆される。長谷川派といえば、長谷川等伯が有名で「松林
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（主な展示資料）

（主な展示資料）

令和４年１２月２０日（火）～令和５年２月２６日（日）

図屏風」が国宝に指定されている。長谷川等伯の子のうち三男宗也の家系は今日まで絵師として

続いている。今回の特集展では京都長谷川派の仏画から近世仏画の優れた一面にせまる。

大元帥明王像　乙本　長谷川等鶴作

釈迦三尊十六善神像　長谷川等叔作ｶ

聖天像　長谷川等舟作

（２）特集展示２

『願成院愛染堂の秘宝Ⅲ』

開催期日　５３日

観覧者数 １，７５４名

　竹田市願成院（愛染堂）・観音寺所蔵文化財を紹介する。

第１期（１２月２０日～令和５年１月２２日）では「探幽

齋筆」の銘があり、狩野探幽筆の可能性のある掛軸などを

展示、第２期（１月２４日～２月２６日）では明治時代の

神仏分離令のなかで、かろうじて護ることができた尊像な

どを展示する。

蘇軾騎驢図・福禄寿騎白鹿図・杜甫騎驢図

浅草八幡宮本地仏像及び厨子　　

４　歴史体験学習

歴史体験をとおして先人の知恵を知り、生きる力を育むための学習を、毎日実施している。参

加者は先人になりきり、勾玉や土器・土偶・埴輪の製作、火おこし、組み紐作りなどを行ってい

る。今年は、約７５０人が体験を通して、歴史を楽しく学んだ。

第８表　歴史体験学習参加者数

体験 内容 参加者

1

2

3

4

5

6

7

8

勾玉製作
加工しやすい石（ろう石）を用いて金やすりや紙やすり等を使い、勾

玉を製作する。
232名

犬形土製品製作
乾燥乾燥しやすいハニワ粘土を用いて。中世大友府内町跡の発掘調査
で出土する犬形土製品を製作する。

89名

ミニ瓦製作
瓦の製作工程を学ぶため、瓦の模様を入れた型に特殊な粘土を押し込み、ミ
ニ瓦を製作する。

16名

古代機織り体験 簡易型の機織機と毛糸を用いて、コースターや小型マットを製作する。 68名

組紐体験 刺繍糸（３本または５本）を使い、自らの指先の動きで糸を組み上げ 110名

火おこし体験 簡易な火おこし機（舞きり技法）を使い、藁に火をつける体験をする。 68名

鋳造体験 73名

土器（土偶）製作
　 　 　　　　　　

96名

紐を製作する。

66

貨幣や巴型銅器、銅鐸などの鋳型に、低温度で溶ける金属を流し込み、
製品を作る鋳造体験を行う。

陶芸用粘土を用いて、小型の縄文土器や弥生土器及び土偶を製作し、
乾燥後体験学習館に設置している電気窯で焼き上げる。

C

M

Y

CM

MY

CY

CMY

K

P76-kiyou2024.pdf   2024/03/13   19:14:40



（１）大人も楽しめる歴史体験

令和４年度から、『大人も楽しめる歴史体験』と銘打って。歴史体験の勾玉作りをグレードアップ

した「首飾りセット」の製作や縄文ポシェットの製作を行った。

「首飾りセット」勾玉・管玉

勾玉１個と管玉４個がついた首飾りを蝋石から削りだして作製した。

５月２９日（日）参加者７名

９月２５日（日）参加者６名

「縄文ポシェット」

２色のクラフトバンドを材料に、網代（あじろ）編みという縄文時代から続く編み方でペット

ボトルが入るポシェットを作製した。

「縄文ポシェット」初級　参加者１４名

「縄文ポシェット」上級　参加者４名

1 5月18日（水）
ボランティア養成講座開講式
考古学講座１の受講

第2講座室他 12名

2 5月25日（水） 板状土偶製作 体験学習館 3名

3 6月15日(水) 考古学講座2の受講 第2講座室 3名

4 6月29日（水） 古代～中世の講義 第1講座室 3名

5 7月20日(水) 考古学講座3の受講 第2講座室 3名

6 7月31日（日） 大人も楽しめる歴史体験2「縄文ポシェット」初級の体験 体験学習館 14名

7 9月25日（日） 大人も楽しめる歴史体験3「首飾りセット」勾玉・管玉の体験 体験学習館 6名

8 10月12日(水) 考古学講座4の受講 第２講座室 3名

9 10月22日（土） 埋文講演会1の受講 能楽堂 3名

10 11月12日（土） 埋文講演会2の受講 能楽堂 3名

11 12月7日(水) 考古学講座5の受講 第2講座室 3名

12 12月14日（土） 旧石器時代～古墳時代の講義 第1講座室 9名

13 1月18日(水) 考古学講座6の受講 第2講座室 3名

14 1月25日（水） 特別講義「大友」の受講（荒天の為、3月15日

期日 　　　　　　　　　　　　　　　　内容 会場 参加者

（水）に変更実施）
BVNGO 大友資
料館他

11名

15 2月15日（水）
考古学講座7の受講
ボランティア養成講座修了式

第2講座室他 3名

67

　当センターでは、児童・生徒の地域の歴史及び文化に対する興味・関心を高め、その理解を深め

る取り組みとして、「子ども学芸員体験事業」を実施している。子どもたちが「学芸員」となり、

身近な地域の歴史・文化を調査研究し、それをとりまとめて展示・発表を行っている。

　令和４年度は、中津市立樋田小学校、国東市立富来小学校、佐伯市立下堅田小学校の児童が、そ

れぞれの地域の歴史や文化について、テーマを決めて、調査研究できるよう、関係市町教育委員会

と連携して実施した。  

70
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　講師に同志社大学文学部教授の水ノ江和同氏をむかえて実施した「九州・おおいたの縄文文化」

をはじめ、２回の埋文講演会を行った。そのほか考古学講座を７回、児童・生徒を対象とした特

別講座を２回実施した。

１　講演会・講座

（２）埋文講演会２

Ⅲ　教育普及の充実

第９表　考古学講座一覧

（１）埋文講演会１

　企画展｢九州・おおいたの縄文文化」関連の講演会、講師

に同志社大学文学部教授の水ノ江和同氏ならびに別府大学文

学部の坂本嘉弘氏をむかえて開催した。

企画展｢九州・おおいたの縄文文化」関連の講演会、講師

に九州大学総合研究博物館助教の福永将大氏をむかえ開催し

た。そのなかで県内の児童が「地域の縄文文化」について

調べたことを「子ども学芸員」として発表した。

「九州・おおいたの縄文文化」

「じょうもんの造形」

令和４年１０月２２日（土）

令和４年１１月１２日（土）

（子ども学芸員発表）

中津市立樋田小学校　

　「枌洞穴からみた縄文人の思い」

国東市立富来小学校 

　 「姫島から渡ってきた黒曜石-中継地としての羽田遺跡-」 

佐伯市立下堅田小学校 

　 「森の木遺跡からみた縄文人の生活」

（３）考古学講座

 県や市町村教育委員会の文化財担当者及び当センター職員が講師を務める講座を実施し、各回

約４０名の方が聴講した。

大分市民公園能楽堂　参加者４８名

大分市民公園能楽堂　参加者１７２名

期日 演題 講師 会場 参加者

1

2

3

4

5

6

7

5月18日(水) 「豊の古代瓦」 調査第二課　吉田　寛 第２講座室 43名

6月15日(水) 「令和3年度発掘調査の成果」
文化課　植田紘正　諸岡初音　　
調査第二課　小堀嵩史 

第２講座室 43名

7月20日(水) 「東南アジアの陶磁器」 調査第二課　吉田　寛 第２講座室 33名

10月12日(水) 「縄文の法垣遺跡について」 中津市教育委員会 浦井直幸 第２講座室 35名

12月7日(水) 「縄文の横尾貝塚について」 大分市教育委員会 小野綾夏 第２講座室 38名

1月18日(水) 「願成院の歴史と密教」 企画普及課　綿貫俊一 第２講座室 44名

2月15日(水) 「横穴墓の考古学」 調査第二課　小堀嵩史 第２講座室 45名
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　児童・生徒を対象としたジュニア考古学講座で、考古資料に直接触れながら、「モノ」を作るため

の知恵について学ぶことで、考古学や郷土の歴史に興味を持ってもらうことを目的に年２回開催して

いる。

（４）特別講座

②　特別講座２　「親子で鋳造体験」

①　特別講座１　「染め物体験」

　染色の歴史を学んだ後に、草木染め

の体験を行った。今回は玉ねぎの皮を

類の媒染液（アルミや鉄）につけて、

の絞りを行い、模様の変化を楽しんだ。

　鋳造の歴史や鋳造の工程及び鋳造で作られた銅鐸や銅鏡のことに

ついて学んだ後に、鋳型に色付けしたグリセリンを溶かして流し込

み、銅鐸や銅鏡形の石鹸を製作した。

令和４年８月６日（土）　

令和５年２月４日（土）

歴史体験学習館ほか　参加者２０名

歴史体験学習館ほか　参加者２０名

使った染め物にチャレンジした。２種

色の変化を楽しんだり、各自思い思い

1 5月18日（水）
ボランティア 養成講座開講式
考古学講座１の受講

第2講座室他 12名

2 5月25日（水） 板状土偶製作 体験学習館 3名

3 6月15日(水) 考古学講座2の受講 第2講座室 3名

4 6月29日（水） 古代～中世の講義 第1講座室 3名

5 7月20日(水) 考古学講座3の受講 第2講座室 3名

6 7月31日（日） 大人も楽しめる歴史体験２「縄文ポシェット初級」の体験 体験学習館 14名

7 9月25日（日） 体験学習館 6名

8 10月12日(水) 考古学講座4の受講 第２講座室 3名

9 10月22日（土） 埋文講演会1の受講 能楽堂 3名

10 11月12日（土） 埋文講演会2の受講 能楽堂 3名

11 12月7日(水) 考古学講座5の受講 第2講座室 3名

12 12月14日（土） 旧石器時代～古墳時代の講義 第1講座室 9名

13 1月18日(水) 考古学講座6の受講 第2講座室 3名

14 1月25日（水） 特別講義「大友」の受講（荒天の為、3月15日

期日 　　　　　　　　　　　　　　　　内容 会場 参加者

（水）に変更実施）
BVNGO 大友資
料館他

11名

15 2月15日（水）
考古学講座7の受講
ボランティア養成講座修了式

第2講座室他 3名

（５）ボランティア養成講座

第10表　ボランティア養成講座一覧
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項目 期日 学校名等 参加者

1

2

3

 インターンシップ 9月15日～16日 大分県学生インターンシップ 1名

 職業体験
8月30日～31日 大分市立大東中学校 82名

9月7日 大分市立滝尾中学校 3名

　　　項目 　　　　期日 　　　　　　　　学校名 参加者

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

 社会科見学 5月20日 佐伯市立下堅田小学校 17名

 授業 5月24日 学校法人岩田学園岩田中学校 88名

 社会科見学 6月2日 大分市立坂ノ市小学校 165名

 社会科見学 10月19日 九重町立6小学校5年生 84名

修学旅行 10月30日 国東市立小原小学校・旭日小学校修学旅行 17名

修学旅行 11月1日 国東市立安岐小学校修学旅行 42名

授業 11月12日
中津市立樋田小学校・国東市立富来小学校
佐伯市立下堅田小学校

39名

 社会科見学 11月25日 大分市立森岡小学校 32名

 授業 1月18日 東舞鶴保育園 35名

 出前授業 4月22日～7月27日 佐伯市立下堅田小学校 112名

 出前授業 5月10日～8月2日 中津市立樋田小学校 98名

 出前授業 5月13日～9月1日 国東市立富来小学校 66名

 出前授業 6月21日 大分市立佐賀関小学校 9名

１　学校との連携

小・中学校の社会科見学や授業で当埋文センターを多く活用いただいた。また、高等学校のキ

キャリアフォーラムや大学生のインターンシップ及び実習等、将来の進路に関する生徒・児童の

受入れも行った。

(１)　職場体験・インターンシップの受入れ

高校生を対象としたキャリアフォーラム及び県のインターンシップ受入れの一環で、２名の大

学生の研修を実施した。

第11表　職場体験・インターンシップ受入れ一覧

(２)　授業・社会科見学・修学旅行等の受入れ

今年度も特別支援学校の生徒が歴史体験授業を当センターで実施した。また、小学校への出前

授業に職員を派遣した。４校の小・中学校が社会科見学で展示の見学や歴史体験を行った。

第12表　授業・社会科見学・修学旅行等の受入れ一覧

(３)　その他教育団体等の受入れ

小・中学校教育団体が展示見学・歴史体験等で活用いただいた。その他県教育センターの実施

する教員研修も当センターで実施した。

Ⅳ　連携の強化（学校・地域等）
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３０を越える団体から展示見学の申込みがあり、なかには見学だけでなく、歴史メニューを団

体もあった。

(１) 各種団体の展示見学や歴史体験等での受入れ

２ 地域との連携

文化財保護団体や社会教育団体等の展示見学や歴史体験の申込みが多くあり、その受入れを

行った。また文化財保護団体等からの研修での講師の依頼を受け、職員を派遣した。

第14表　各種団体受入れ一覧

　　項目 　　　期日 　　　　　　団体名等 参加者

1 学校関係団体 4月20日 大分県高等学校文化連盟美術部会 36名

2 学校関係団体 5月28日 大分県高等学校文化連盟美術部会 276名

3 学校関係団体 6月11日 大分県高等学校文化連盟美術部会 89名

4 学校関係団体 8月10日 大分県高等学校文化連盟美術部会 11名

5 学校関係団体 8月10日～9月10日 大分県高等学校文化連盟美術部会　展示

6 学校関係団体 9月10日 大分県高等学校文化連盟美術部会 51名

7 教員研修 10月12日
テーマ別研修「美術館・埋蔵文化財センター活用
研修」

14名

8 歴史学習体験キット貸出 通年
埋蔵文化財センター所蔵資料から各時代の特徴
的な遺物を選出、学校教育で利用できる学習キッ
トを作成、貸出

     項目      期日       団体名等 参加者

1 会議 4月14日 佐伯市社会教育課 10名

2 見学 4月25日 大分県芸術文化スポーツ振興財団 11名

3 見学・講座 5月12日 鶴崎公民館 19名

4 会議 5月12日 特別支援教育課 20名

5 会議 5月20日 学校安全安心支援課 22名

6 会議 5月26日 文化課 18名

7 会議 5月31日 佐伯市史編纂会議 7名

8 会議 6月1日 佐伯市史編纂会議 10名

9 会議 6月7日 文化課等 12名

10 講座 6月9日 鶴崎公民館 19名

11 会議 6月15日 特別支援教育課 20名

12 会議 6月30日 福利課 26名

13 会議 7月2日 佐伯市史編纂会議 10名

14 講座 7月14日 鶴崎公民館 18名

15 会議 7月15日 文化財市町村実務担当者会議 12名

16 体験・見学 7月27日 桃園公民館 17名

17 見学・講座体験 8月9日 FUNAI ジュニアガイド 23名

18 講座 8月11日 鶴崎公民館 16名

第13表　その他教育団体等の受入れ一覧
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第15表　各種団体受入れ一覧2

県下の歴史団体・公民館等の要請を受けた歴史に関する講演や地域の子どもたちを対象とした

歴史体験を実施した。

(２) 研修会等への講師派遣

第16表　研修会等への講師派遣一覧

     項目      期日       団体名等 参加者

19 会議 9月5日 文化財愛護少年団 14名

20 見学 9月28日 佐伯市弥生地区公民館 31名

21 会議 10月20日 教育人事課 19名

22 見学 11月10日 鶴崎公民館 15名

23 会議 11月17日 文化課（オンライン会議） 1名

24 会議 11月18日 文化課 8名

25 見学・会議 11月19日 中津市歴史博物館 10名

26 会議 11月28日 文化課 8名

27 講座 12月8日 鶴崎公民館 16名

28 会議 12月15日 佐伯市史編纂会議 12名

29 見学 1月7日 大分市ウォーキング協会 37名

30 講座 1月12日 鶴崎公民館 15名

31 見学 1月20日 大分市ウォーキング協会 20名

32 会議 2月6日 学校安全・安心支援課 23名

33 講座 2月9日 鶴崎公民館 20名

34 会議 2月22日 佐伯市史編纂会議 7名

35 会議 2月17日 文化課（オンライン会議 ） 1名

36 会議 2月28日 文化課（実務担当者会議） 30名

37 講座 3月9日 鶴崎公民館 20名

38 会議 3月23日 文化課会議 38名

   項目    期日      内容 　　　　場所 参加者

1 歴史体験 10月29日 大友フェスタへの参加 大分市大友氏館跡 36名
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Ⅰ 安心･安全な施設づくり（危機管理力向上）

(1) 本調査 (６件 )

第 1表　研修一覧

１ 職員研修の実施

実施日 目 的項 目 研修内容 講師等 参加者数

４月１７日 職員防災スキル向
上

館内非常機器取
扱

館内非常機器説明取扱
説明会

新日本消防設備 （株）  職員 １４名１

２

３

６月２６日 入館者の安心 ・ 安
全

不審者対応 不審者対応 ・ 実技 ( 刺
股） 講習

川谷 光紹  氏
　（四日市こども園副園長）
大分中央警察署

職員 １４名
他所属　１２名
委託業者　２名

８月４日 文化財保護 被災地の文化
財保護

地震被災地における復
興支援

課長補佐　綿貫俊一 職員 １２名

８月２９日 入館者の安心 ・
安全

救急救命法
（心肺蘇生）

救急救命法 （ＡＥＤ研修
含む）

大分消防署 職員 １２名　　　
委託業者　４名

４

５

６

９月１日 入館者の安心 ・ 安
全

地震時の安全
確保対応

地震時の１分間の安全
行動

大分市との連携
（シェイクアウト２０１７）

職員 １６名
委託業者　９名

１月１日 入館者の安心 ・ 安
全

地震時の安全
確保対応

地震時の１分間の安全
行動

県民防災ｱｸｼｮﾝﾃﾞｰ
（県下一斉避難行動訓練）

職員 １８名
委託業者　１０名
入館者　５名

７

８

１月２９日 文化財保護
入館者の安心 ・ 安
全

文化財保護 ・
入館者誘導

文化財持出し・初期消火・
避難誘導　（文化財防火
デー対応行事）

大分消防署
新日本消防設備株式会社

職員 ２２名

２月２１日 入館者の安心 ・ 安
全

火災発生時の
避難誘導

「考古学講座」 開催中の
火災発生に伴うﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ
スタッフを活用した受講生
避難誘導

埋文ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱスタッフとの
協働

職員 １８名
委託業者　９名
入館者　４７名

73
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項目 期日 研修・講座の内容 目的 　　　　講師等 参加者

1

2

3

4

5

6

7

職員防災スキル
向上

6月27日
館内非常機器説明取扱
説明会

館内非常機器取扱
新日本消防設備（株）
　防災システム事業部
　松村係長

15名

入館者の安心・
安全

9月12日
不審者に対する対応・
実技指導

不審者対応
大分中央警察署
　井上氏

20名

シェイクアウト
訓練　（追加）

9月1日
館内放送による安全確
保への誘導

災害時の安全確保 なし
職員 　
15名

入館者の安心・
安全

10月3日 ＡＥＤ講習
救急救命法
（心肺蘇生）

フクダ電子西部南販売
株式会社
大分営業所　梅本氏

職員　 
12名

入館者の安心・
安全

12月19日
職場のメンタルヘルス
対策
～セルフケア

職場の健康づくり
大分労働衛生管理セン
ター
  渡邉 美有記 保健師

職員　 
14名 

文化財保護
入館者の安心・
安全

1月30日 消防防災訓練
文化財保護・入館者
誘導

新日本消防設備株式会
社

19名

入館者の安心・
安全

2月15日 避難誘導訓練
災害発生時の避難
誘導

埋文ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ スタッフ
との協働

73名

Ⅳ 安心・安全な施設づくり（危機管理向上）

　当センターは、 「豊の国考古館」、 「ＢＶＮＧＯ大友資料館」 の展示施設や歴史体験館、 また発掘調査

で出土した重要遺物を保管する収蔵庫を有している。 そのため、 入館者の安心 ・安全や文化財の保護を

目的とした危機管理能力向上のための研修を年７回実施している。

　その研修内容には新日本消防設備職員を講師に迎える初期消火、 救命救急訓練、 警察署員を講師と

する不審者対応実技訓練、 地震や火災に対する初動体制の確認、 ボランティアスタッフとの協働で実施

する避難訓練等がある。

第17表　安心・安全な施設づくりに向けた研修一覧
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（１）施設の場所　　　大分市牧緑町1-61

（２）規模      敷地面積　　　18,924.64㎡　

     建築面積　　　 4,345.37㎡

     延べ床面積　　7,301.98㎡

（３）主な施設

　　　　　　　　　　①　管理棟（７４７．０㎡）　･　･　［鉄筋コンクリ－］

　

　　管理棟 （１，４０４．９㎡）　昭和52年（1977）築、鉄骨鉄筋コンクリ－ト３階建

　　　　　　　　所長室・事務室・図書室・写場・入札室

 所長室・事務室・第２講座室・入札室・会議室

　

　　展示棟 （３，１０８．３５㎡）　昭和52年（1977）築、鉄骨鉄筋コンクリ－ト２階建

 豊の国考古館（４５９．２５㎡）

 BVNGO大友資料館（５９９．８０㎡）

 考古情報室・第１講座室（１７４．９６㎡）

　

　　整理収蔵棟 （２，６２９．７９㎡）　昭和52年（1977）築、鉄骨鉄骨鉄板３階建

 整理作業室・一時保管室・写場・収蔵庫

　

　　歴史体験学習館 （１５８．９４㎡）　昭和52年（1977）築、鉄骨鉄筋コンクリ－ト１階建

①

② 

③

④

埋蔵文化財センター要覧

１　沿　革

昭和４５年（1970）４月

昭和４６年（1971）４月　　　

昭和４７年（1972）４月　　　

昭和５３年（1978）６月　

昭和５６年（1981）４月

昭和６２年（1987）４月

平成　９年（1997）４月

平成１６年（2004）４月　　

平成２１年（2009）４月　

平成２６年（2014）４月　

平成２７年（2015）８月

平成２９年（2017）２月 旧芸術会館にて業務開始

平成２９年（2017）４月 大分県立埋蔵文化財センター発足

　総務課・企画調査課・調査第一課・調査第二課の４課体制

２　施設の概要

埋蔵文化財第一係・埋蔵文化財第二係の２係体制

社会教育課内に文化係設置

文化室（文化財係）設置

文化課設置

大分市舞鶴町に埋蔵文化財資料保管・整理用の作業所設置

文化課に埋蔵文化財係設置

旧芸術会館跡地への移転が正式決定

舞鶴町の作業所を大分市中判田の工業試験場跡に移転

教育庁埋蔵文化財センター設置

　総務課・調査第一課・調査第二課の３課体制

管理予算班・一般事業班・大型事業班・受託事業班・資料管理班の５班体制

管理予算班・県事業班・受託事業班・資料管理班の４班体制

75
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（１）施設の場所　　　大分市牧緑町1-61

（２）規模      敷地面積　　　18,924.64㎡　

     建築面積　　　 4,345.37㎡

     延べ床面積　　7,301.98㎡

（３）主な施設

　　　　　　　　　　①　管理棟（７４７．０㎡）　･　･　［鉄筋コンクリ－］

　①　管理棟（１，４０４．９㎡）　昭和52年（1977）築、鉄骨鉄筋コンクリ－ト３階建

　　　　　　　　所長室・事務室・図書室・写場・入札室 所長室・事務室・第２講座室・入札室・会議室

　②　展示棟（３，１０８．３５㎡）　昭和52年（1977）築、鉄骨鉄筋コンクリ－ト２階建

 豊の国考古館（４５９．２５㎡）

 BVNGO大友資料館（５９９．８０㎡）

 考古情報室・第１講座室（１７４．９６㎡）

　③　整理収蔵棟（２，６２９．７９㎡）　昭和52年（1977）築、鉄骨鉄骨鉄板３階建

 整理作業室・一時保管室・写場・収蔵庫

　④　歴史体験学習館（１５８．９４㎡）　昭和52年（1977）築、鉄骨鉄筋コンクリ－ト１階建

３　利用案内（大分県立埋蔵文化財センター）

（１）開館時間　　

（２）休館日　

　　　　　　　　　　 （月曜日が祝日と重なった場合は、翌平日を休館とする）

（３）入館料　

（４）交通　　　　　バス　 牧バス停　徒歩３分

古ヶ鶴公民館入口バス停　徒歩3分

牧駅　徒歩５分

国道197号を通って、大分駅から１０分

１７０台　車いす利用者駐車場・大型車駐車場あり

９：００～１７：００（入館は16:30まで）

年末年始（12/28～1/4）・月曜日

無料

埋蔵文化財センター要覧

１　沿　革

昭和４５年（1970）４月

昭和４６年（1971）４月　　　

昭和４７年（1972）４月　　　

昭和５３年（1978）６月　

昭和５６年（1981）４月

昭和６２年（1987）４月

平成　９年（1997）４月

平成１６年（2004）４月　　

平成２１年（2009）４月　

平成２６年（2014）４月　

平成２７年（2015）８月

平成２９年（2017）２月 旧芸術会館にて業務開始

平成２９年（2017）４月 大分県立埋蔵文化財センター発足

　総務課・企画調査課・調査第一課・調査第二課の４課体制

２　施設の概要

埋蔵文化財第一係・埋蔵文化財第二係の２係体制

社会教育課内に文化係設置

文化室（文化財係）設置

文化課設置

大分市舞鶴町に埋蔵文化財資料保管・整理用の作業所設置

文化課に埋蔵文化財係設置

旧芸術会館跡地への移転が正式決定

舞鶴町の作業所を大分市中判田の工業試験場跡に移転

教育庁埋蔵文化財センター設置

　総務課・調査第一課・調査第二課の３課体制

管理予算班・一般事業班・大型事業班・受託事業班・資料管理班の５班体制

管理予算班・県事業班・受託事業班・資料管理班の４班体制

ＪＲ 　　

車

駐車場

76

C

M

Y

CM

MY

CY

CMY

K

P86-kiyou2024.pdf   2024/03/13   19:24:25



４管理規則・利用規則

（１）大分県立埋蔵文化財センター管理規則

大分県立埋蔵文化財センター管理規則をここに公布する。 　（調査第二課の分掌事務）

　大分県立埋蔵文化財センター管理規則 第六条　調査第二課においては、次に掲げる事務をつかさ

　（趣旨） 　どる。

第一条　この規則は、大分県立埋蔵文化財センターの設置 　一　国等が行う開発事業に係る埋蔵文化財保護のための

　及び管理に関する条例（平成二十八年大分県条例第四十 　　調整に関すること。

　五号）第六条の規定に基づき、大分県立埋蔵文化財セン 　二　国等が行う開発事業に係る埋蔵文化財の調査研究の

　ター（以下「センター」という。）の組織、運営その他必要な 　　実施に関すること。

　事項を定めるものとする。 　三　国等が行う開発事業に係る埋蔵文化財の調査研究の

　（課の設置） 　　報告書を作成すること。

第二条　センターに、総務課、企画普及課、調査第一課及 　（職員の職）

　び調査第二課を置く。 第七条　センターの職員の職として、次の職を置く。

　（総務課の分掌事務） 　一　所長

第三条　総務課においては、次に掲げる事務をつかさどる。 　二　副所長

　一　公印の管守に関すること。 　三　参事

　二　文書の収受、発送、編集及び保存に関すること。 　四　課長

　三　職員の身分、服務、研修及び福利厚生に関すること。 　五　課長補佐

　四　予算の執行並びに現金、有価証券及び物品の出納命 　六　主幹

　　令に関すること。 　七　副主幹

　五　関係行政機関及び関係団体との連絡調整に関するこ 　八　主査

　　と。 　九　専門員

　六　施設及び設備の維持管理に関すること。 　十　主任

　七　施設及び設備の利用に関すること。 　十一　主事

　八　その他他課の所掌に属さない事項に関すること。 ２　所長の職は、非常勤とすることができる。

　（企画普及課の分掌事務） ３　所長は、上司の命を受け、センターの事務を掌理し、所

第四条　企画普及課においては、次に掲げる事務をつかさ 　属職員を指揮監督する。

　どる。 ４　副所長は、所長を補佐し、センターの事務を処理する。

　一　出土品その他埋蔵文化財に関する資料の保存及び展 ５　参事は、上司の命を受け、専門的事項の指導及び助言

　　示並びに体験学習の実施に関すること。 　に関する事務並びに特定の事務を処理する。

　二　歴史及び考古についての講演会、講習会等の開催に ６　課長は、上司の命を受け、課の事務を処理する。

　　関すること。 ７　課長補佐は、上司の命を受け、課の事務を処理する。

　三　県民の歴史及び考古に関する調査研究活動を援助す ８　主幹は、上司の命を受け、特定の事務を処理する。

　　ること。 ９　副主幹は、上司の命を受け、特定の事務を処理する。

　四　学校、図書館、研究所、博物館、資料館、公民館等の １０　主査は、上司の命を受け、事務を処理する。

　　諸施設に対する歴史及び考古についての協力及び活動 １１　専門員は、上司の命を受け、事務を処理する。

　　の援助に関すること。 １２　主任は、上司の命を受け、事務に従事する。

　五　埋蔵文化財についての目録、年報、案内書、図録、調 １３　主事は、上司の命を受け、事務に従事する。

　　査研究の報告書等の刊行に関すること。 　（職員の数）

　（調査第一課の分掌事務） 第八条　センターの職員の数は、教育長が定める。

第五条　調査第一課においては、次に掲げる事務をつかさ 　（委任）

　どる。 第九条　この規則に定めるもののほか、センターの管理に関

　一　県が行う開発事業に係る埋蔵文化財保護のための調 し必要な事項は、教育長が別に定める。

　　整に関すること。 　　附　則

　二　県が行う開発事業に係る埋蔵文化財の調査研究の実 　この規則は、公布の日から施行する。

　　施に関すること。

　三　県が行う開発事業に係る埋蔵文化財の調査研究の報

　　告書を作成すること。

平成二十九年四月一日

大分県教育委員会規則第九号
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（２）大分県立埋蔵文化財センター利用規則

大分県立埋蔵文化財センター利用規則をここに公布する。 　　附　則

　大分県立埋蔵文化財センター利用規則 　この規則は、公布の日から施行する。

　（趣旨）

第一条　この規則は、大分県立埋蔵文化財センターの設置

　及び管理に関する条例（平成二十八年大分県条例第四十

　五号）第六条の規定に基づき、大分県立埋蔵文化財セン

　ター（以下「センター」という。）の利用に関し、必要な事項

　を定めるものとする。

　（利用時間）

第二条　センターの利用時間は、午前九時から午後五時ま

　でとする。ただし、入館は午後四時三十分までとする。

２　大分県教育委員会（以下「教育委員会」という。）が、特に

　必要があると認めるときは、臨時に前項の利用時間を変更

　することができる。

　（休館日）

第三条　センターの休館日は、次のとおりとする。

　一　月曜日（その日が国民の祝日に関する法律（昭和二

　　十三年法律第百七十八号）に規定する休日（以下単に

　　「休日」という。）に当たるときは、その日後において、そ

　　の日に最も近い休日でない日）

　二　十二月二十八日から翌年の一月四日まで（前号に掲

　　げる日を除く。）

２　教育委員会が特に必要があると認めるときは、前項の休

　館日を変更し、又は臨時に休館日を定めることができる。

　（利用制限等）

第四条　所長は、利用者が次の各号のいずれかに該当し、

　又は該当するおそれがある場合は、その入館を拒否し、若

　しくは退館を命じ、又は利用を制限し、若しくは利用を停止

　させることができる。

　一　出土品その他埋蔵文化財に関する資料（以下「資料」

　　という。）並びにセンターの施設及び設備を故意に亡失

　　し、汚損し、若しくは毀損し、又はそのおそれがあると認

　　められるとき。

　二　資料の返納を故意に怠ったとき。

　三　定められた場所以外で喫煙又は飲食したとき。

　四　めいていし、大声を発し、若しくは危険物を持ち込む等

　　他の利用者に迷惑を及ぼし、又はそのおそれがあると認

　　められるとき。

　五　その他管理上支障があると認めるとき。

　（資料の館外貸出し）

第五条　資料は、館外貸出しを行わないものとする。ただし、

　所長が特に必要があると認めた場合については、この限り

　ではない。

　（委任）

第六条　この規則に定めるもののほか、センターの利用に関

　し必要な事項は、所長が別に定める。

平成二十九年四月一日

大分県教育委員会規則第十号
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大分県立埋蔵文化財センター　研究紀要７

令和６年３月３１日

　　  編集 ・ 発行　大分県立埋蔵文化財センター

　　  〒870-0152　大分県大分市牧緑町１-６１

　　  電話　097-552-0077
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